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プレパパ・プレママ教室　　　      　     ６月２日

　山鹿子育て支援センター「とことこ」で、生まれて
くる子どものための「プレパパ・プレママ教室」が開
催され、10月までに出産を迎える８組のご夫婦が参
加しました。最初に山鹿市民医療センターの助産師、
四
し

ケ
か

所
しょ

美
よし

子
こ

さんが母乳育児のコツや沐
もくよく

浴の仕方を説
明した後、沐浴人形を使った模擬体験を実施。参加
者のほとんどは初めての出産とあって、人形を抱えて
沐浴させる男性は恐る恐る。この他、妊婦の模擬体験
も行われ、男性が妊娠10ヵ月時のおなかの重さ、約
8.6㌕のエプロンを身に付け、椅子に座って靴下の脱
ぎ履きをしたり、横になってから起きたりして、妊婦さ
んの苦労を体験しました。参加した男性からは「妊婦
の大変さがよく分かりました」「これからは子育てに
積極的に取り組みます」などの声が聞かれました。
　この教室は、父親となる男性の積極的な育児参加
を促すために、子育て支援センターと市民医療セン
ターが協働で年に３回開催しています。
　※表紙の写真は山田竜

りゅう

ノ
の

介
すけ

さん・悠
はるか

さんご夫婦

今月の表紙

妊婦の模擬体験をする参加者の緒方廉
れん

さん
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上記の筆文字
「やまが」を書いた
子どもたちを
紹介する
コーナーです

倉光　真
ま ほ

歩さん
大道小学校６年生

　動物が好きなので、将来は獣医になりたい
です。学校では体育の授業が好きで、特に 3
年間続けている水泳が得意です。タイムを縮
められるよう頑張って練習しています。
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瑞
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双
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察
功
労
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星子　雅
まさひで

英さん
南島（山鹿）

　警察官として長年業務に精励
し、県警部として退職されるま
で、数々の事件解決など治安維
持に努め、国民の身体と財産の
保護に尽力されました。

瑞
宝
単
光
章
（
消
防
功
労
）

鬼塚　順
じゅんいち

一さん
多久（鹿北）

　多年にわたり旧鹿北町消防団
員として在籍し、団長として職
務に精励し、災害の現場に率先
して出動するなど被害の軽減に
努め、地域住民の生命財産の保
全に尽力されました。

瑞
宝
単
光
章
（
消
防
功
労
）

古閑　義
よしくに

邦
五郎丸（菊鹿）

　多年にわたり旧菊鹿町消防団
員として在籍し、団長として職
務に精励し、災害の現場に率先
して出動するなど被害の軽減に
努め、地域住民の生命財産の保
全に尽力されました。

瑞
宝
単
光
章
（
警
察
功
労
）

古江　榮
さかえ

さん
中（山鹿）

　警察官として長年業務に精励
し、県警部として退職されるま
で、数々の事件解決など治安維
持に努め、国民の身体と財産の
保護に尽力されました。

藍
綬
褒
章
（
更
生
保
護
功
労
）

森川　栞
しおり

さん
下吉田（山鹿）

　多年にわたり保護司として、
罪を犯した人の更生を助けると
ともに、犯罪予防のための啓発
に努めるなど、地域社会のため
にさまざまな活動をされていま
す。

叙
勲
・
褒
章
受
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お
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で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

瑞
宝
双
光
章
（
防
衛
功
労
）

古家　茂
しげはる

治さん
城（山鹿）

　陸上自衛官として長年業務
に精励し、一等陸尉として退
職されるまで陸上自衛隊の充
実・発展に努め、国の防衛業
務や災害業務に尽力されまし
た。

春
の
叙
勲
・
褒
章
と
、
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

社
会
の
広
い
分
野
で
の
長
年
の
功
績
に
よ
り
受
章
し
た
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

瑞
宝
双
光
章
（
教
育
功
労
）

星子　昭
あきひろ

博さん
南島（山鹿）

　山鹿市立山鹿中学校長として
退職するまで、長年にわたる教
職歴の中で、常に教育に情熱を
注ぎ、児童や保護者、地域から
も信頼され、教育行政の発展に
尽力されました。
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　山鹿灯籠や来民うちわなどの
和紙工芸の振興を図るため、後
継者育成や需要開拓、新商品
開発などに対して支援を行いま
す。
　山鹿灯籠振興会では、山鹿
灯籠の制作技法を使い、スタン
ドモビールやアロマディフューザー
「かぐわし」、山鹿縁起かざりな
どの新商品開発に取り組んでい
ます。

  ●和紙工芸振興事業

  ●菊鹿ワイン生産振興事業

ふるさと山鹿への応援に感謝します

皆さまからの「ふるさと応援寄附金」は、このような実施事業に活用していきます

　本市へ寄附をいただいた市外にお住まいの寄附者に対し
て、お礼の意味を込めて地元産品や市内でのサービスなど
の返礼品を贈呈することにより、本市の魅力発信、地元特産
品のＰＲならびに販売促進による地域経済の活性化を図る
ため、寄附者への返礼品を募集します。
　返礼品として出品することで、全国の皆さまにＰＲでき
る機会にもなりますので、ぜひ、ご応募ください。

【応募条件】
●�事業所または工場が市内にある法人、団体、個人事業者で
あること。
●�山鹿の魅力を発信し、地域産業の振興につながる要素を
持つこと。
●次の3項目のうち、どれかに該当すること。
　①市内で生産、製造もしくは加工されているもの
　②市内の産物などを使用しているもの
　③山鹿に特に縁の深いもの

　平成 30 年にオープンした菊鹿
ワイナリー。そこで製造される「菊
鹿」シリーズワインの原料となる
シャルドネやカベルネ・ソーヴィニ
ヨンなどのワイン専用ブドウの品
質向上と、栽培農家の後継者育
成のための支援を行います。
　ワイン専用ブドウは全て地元菊
鹿で栽培され、農家の丁寧な作
業と安心・安全へのこだわりを
もって作られています。

ふるさと納税ポータルサイト「わが街ふるさと
納税」の山鹿市のページにつながります。

QR コード

  ●新入学児童支援事業
　小学校入学時期の教育費負担
の軽減を図るため、新１年生を対象
にランドセルの贈呈を行います。

  ●夢の「とびら」をひらく事業
　読書活動の推進を図るため、各
図書館・図書室の規模や特徴に
応じた図書の充実や、市民が自主
的に読書活動ができる環境の整備
を行います。
　また移動図書館車の巡回によ
り、図書館・図書室の利用が困
難な地域への図書サービスの充実
を図ります。

  ●高齢者の安心生活支援事業
　一人暮らしの高齢者や高齢者
のみの世帯が在宅での生活を安
心・安全に送ることができるように
支援を行います。
▶食の自立支援事業
▶緊急通報システム貸与事業
▶�外出支援タクシー利用助成事業
▶高齢者住宅改造助成事業

　山鹿市では、ふるさと納税制度が始まった平成 20 年度から「山鹿市ふるさと応援寄附金」として取り組んで
います。納税者がふるさと納税で２千円を超える寄附を行うと、住民税のおよそ２割程度が所得税と住民税から控
除されます。寄附は随時受け付けていますので、市外にお住まいのご家族やご友人などにも、ぜひご紹介ください。

平成 30 年度　山鹿市ふるさと応援寄附金の状況
寄附件数　1,356 件　　　寄附金額　26,409,725 円

山鹿市内の事業者の皆さまへ…ふるさと応援寄附金の返礼品提供事業者を随時募集中！！

問 秘書政策課　☎ (43)1112
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山鹿市プレミアム付商品券
を販売します 問プレミアム付商品券問い合わせ先 ☎ (41)5643

　福祉課 ☎ (43)1167

　10 月に予定されている消費税率の引き上げが、所得の少ない人や子育て世帯の消費に与える影響
を緩和するため「山鹿市プレミアム付商品券」を販売します。

販売額
4 千円 ➡ 5 千円分の商品券

※ 商品券の使用期間は、10 月１日㈫～令和２年３月 15 日㈰までを予定しています。
　詳細は決まり次第、広報やまが、山鹿市ホームページなどでお知らせします。

■　販売対象者　■
●所得の少ない人向け
　７月に申請書を郵送します ( 世帯主を含め、対象者が複数いる場合は、世帯主宛てにまとめて
送付します。商品券購入を希望する場合は、申請書に必要事項を記入の上、福祉課に提出してく
ださい）。申請書を審査後、該当者には商品券の購入引換券を９月初めから順次郵送します。

◆対象者
１月１日時点で山鹿市に住民票があり、令和元年度（平成 31 年度）の市県民税が非課税の人。
※ 市県民税が課税されている人の配偶者や、扶養親族および生活保護を受給している人などは対

象となりません。
◆購入できる限額額
一人につき 2 万 5 千円分の商品券を 2 万円で購入できます。
※購入は、１冊 5 千円（500 円券 10 枚、販売額 4 千円）を１人につき５冊まで。

●子育て世帯向け
　９月中旬以降に商品券の購入引換券を世帯主宛てに郵送します（申請は不要です）。

◆対象者
平成 28 年４月２日から令和元年９月 30 日㈪の間に生まれた子どもが属する世帯主。
※ 所得要件や生活保護受給の有無などの対象要件はありません。
◆購入できる限額額
対象となる子ども１人につき、2 万 5 千円分の商品券を 2 万円で購入できます。
※購入は、１冊 5 千円（500 円券 10 枚、販売額 4 千円）を子ども１人につき５冊まで。
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この夏はキャンプに行こう !!
山鹿市には、豊かな自然や清らかな渓流を満喫できる、３つのキャンプ場があります。
この夏、家族や友人と夏の思い出づくりに出掛けてみませんか？

矢谷渓谷キャンプ場

奥矢谷渓谷マザーネイチャーきらり

岳間渓谷キャンプ場

問商工観光課　☎ (43)1579

　八方ヶ岳と国見山に囲まれた自然豊かな渓谷にある
キャンプ場です。天然の滝のすべり台や清流が人気で、
ロッジやバンガローなど宿泊もできる施設も充実して
います。
　近くにはヤマメ料理を味わえる食事所や釣り堀など
もあり、一日中楽しめます。

　深い緑に包まれた清流の避暑地として人
気があります。透き通った清流は真夏でも
ひんやり。冷暖房完備で、通年快適に利用
できるロッジもあります。

　渓谷の天然水を使ったプールやウォー
タースライダーが人気です。一棟貸しのケ
ビンで、気軽にキャンプを楽しむことがで
きます。

●所在地：山鹿市菊鹿町矢谷 2005-2
●開設期間： ７月 1 日㈪から 9 月 30 日㈪まで
● 入場料：中学生以上 250 円、子ども100 円
　（未就学児を除く。その他ロッジ、バンガローなど有
　料。詳しくはお問い合わせください）
●問い合わせ：☎ 48-9156

●所在地：山鹿市菊鹿町矢谷 1168
●開設期間： 3 月〜 11 月無休
● 入場料：中学生以上 200 円、子ども

100 円（未就学児を除く。その他ケビン、
固定キャンプなど有料。詳しくはお問い
合わせください）

●問い合わせ：☎ 48-9595

●所在地：山鹿市鹿北町多久 3529-5
●開設期間：
　（常設テント）7 月上旬〜９月末
　（ロッジ）通年
● 美化清掃費：１人 100 円（未就学児を

除く。その他常設テント、ロッジなど有料。
詳しくはお問い合わせください）

●問い合わせ：☎ 080-1785-9967
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令��和

元
年��度

人輝き飛躍する都
ま ち

市やまが

山鹿市職員募集

職　種 予定人数 受験資格

一般事務職

行政職（大卒） ７人程度 平成元年４月２日以降生まれの人

行政職（高卒） ２人程度 平成６年４月２日以降生まれの人

行政職（身体障がい者※） １人程度 平成元年４月２日以降生まれの人

保育士 ２人程度 平成元年４月２日以降生まれの人

栄養士 １人程度 平成元年４月２日以降生まれの人

保健師 １人程度 平成元年４月２日以降生まれの人

消防職
消防士 ２人程度 平成６年４月２日以降生まれの人

救急救命士 １人程度 平成６年４月２日以降生まれの人

※身体障害者福祉法第 15条に定める身体障害者手帳の交付を受けている人
受験資格の詳細は採用試験実施要項でご確認ください。

１ 次 試 験

募集職種や人数など

●

●�

【期日】９月 22 日㈰ 【会場】城北高等学校（山鹿市志々岐 798）

【受付期間】８月 16 日㈮まで

申し込み方法

問総務課職員係　☎ (43)1117

The  Beginning  of  New  Age
～新たな時代を築く主役になる～
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後期高齢者医療保険料の改定
問国保年金課　後期医療年金係　☎(43)1576

　所得が低い人の保険料は継続して軽減されますが、対象者の範囲や軽減割合が見直されます。
　被用者保険※加入者に扶養されていた人の保険料は、軽減期間が見直されます。
　※被用者保険…協会けんぽ、健保組合、共済組合などです。

　同じ世帯の後期高齢者医療制度の被保険者全員と、世帯主の「総所得金額等を合計した額」を基に均等割額を軽減
しています。

※�均等割の軽減判定についての総所得金額等は、専従者控除や譲渡所得特別控除の適用前になります。また、年金所
得については 15万円を控除した額で判定します。

　制度に加入した日の属する月から２年を経過する月までの期間は 5割軽減になりますが、２年経過後は軽減され
ません。また、所得割額はかかりません。
※後期高齢者医療制度に加入する日の前日まで被用者保険加入者に扶養されていた人が対象です。

　後期高齢者医療保険料は、特別徴収（年金からの差し引き）か、普通徴収（納
付書・口座振替）で納めます。

7 月に今年度の保険料額をお知らせする「後期高齢者医療保険料
決定通知書」を郵送しますので、納め方を必ずご確認ください。

　●令和元年度の保険料率（平成30年度と同率）

　●保険料の軽減内容が見直されます

　●保険料の納め方

保険料の均等割額の軽減

保険料額（年額）
上限額は62万円

均等割額（一人当たり）
47,900 円

所得割額
｛総所得金額等−33万円（基礎控除）｝

×�所得割率9.26％
＝ ＋

世帯（被保険者全員と世帯主）の総所得の合計額が下記に該当する世帯 軽減割合

「基礎控除額（33 万円）」を超えない世帯で、被保険者全員の年金収入の控除額をそれ
ぞれ 80 万円として計算した上で所得が 0 円となる場合 ８割（変更前９割）

「基礎控除額（33 万円）」を超えない世帯 8.5 割

「基礎控除額（33 万円）」＋「28 万円×世帯の被保険者数」を超えない世帯（拡大） ５割

「基礎控除額（33 万円）」＋「51 万円×世帯の被保険者数」を超えない世帯（拡大） ２割

所得が低い人

被用者保険加入者に扶養されていた人

普通徴収の保険料は
納期限までに納めま
しょう。

軽減期間が制度加入した月から２年間に

※介護保険料の軽減拡充などの支援策の対象となります。ただし、世帯内に課税者がいる場合は該当しません。
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こくほ と 後期高齢者医療 からのお知らせ

８月から保険証が変わります

《一般》の保険証 《退職》の保険証

後期医療年金係　☎(43)1576
問国保年金課　国民健康保険係　☎(43)1527

　国民健康保険税に未納がある世帯は、窓口での交付となる
場合があります。対象世帯には通知を送付しますので、速や
かに保険税を納付するか、税務課収納係で納税相談を行って
ください。

　新しい保険証に記載している一部負担
金の割合は、平成 30 年分の住民税の課税
所得を基に判定しています。

　簡易書留を受け取りの際、受領印が必要です。留守などで郵便局から不在連絡票を受け取ったときは、記載内容の指
示に従ってください。保険証が届いたら、記載事項に誤りがないか確認してください。
　８月１日㈭からは新しい保険証を使用し、古い保険証は、はさみなどで裁断し破棄してください。

限度額適用認定証をご利用ください
入院などで医療費の支払いが高額になりそうなときは

　１カ月間で１つの医療機関（入院・外来別）の医療
費の支払いが高額になる場合、事前に「限度額適用認
定証」を医療機関へ提示すると、世帯に応じた自己負
担限度額までの支払いで済みます。認定証が必要な人
は申請してください。
　現在認定証をお持ちの人は、有効期限が７月 31 日
㈬までとなっています。引き続き必要な人は、切り替
えの手続きをしてください。
※�国民健康保険税に未納があると限度額適用認定証は
交付できません。

▼利用手続き
　受付場所　国保年金課または各市民センター
　必要書類　��①新しい保険証
　　　　　　②印かん
　　　　　　③マイナンバーが分かるもの

国民健康保険 後期高齢者医療保険

銀色 紫色

オレンジ色

・75歳以上の人（満75歳の誕生日から）
・�65歳から74歳までの一定の障がいのある
人で、後期高齢者医療広域連合の認定を受
けている人

●後期高齢者医療制度に加入している人
　すでに認定証をお持ちで、引き続き該当する人に
は、新しい認定証を保険証に同封しています。新規
に必要な人は申請してください。

　●新しい保険証を７月中に簡易書留で郵送します

７月31日㈬まで ７月31日㈬まで

８月１日㈭から ８月１日㈭から

７月31日㈬まで

８月１日㈭から
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子育て支援・障がい者（児）制度

知っておきたい

　
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

　

重
度
の
心
身
障
が
い
が
あ
る
人
に
対
し

て
、
医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
所
得

に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

●　

対
象
者
（
次
の
ど
れ
か
に
該
当
す
る
人
）

　

�

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級

　

②
療
育
手
帳
Ａ
１
ま
た
は
Ａ
２

　

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

　
自
立
支
援
医
療
費
助
成

　
（
更
生
医
療・育
成
医
療・精
神
通
院
医
療
）

【
更
生
医
療
給
付
費
助
成
】

　

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
つ
18
歳
以
上
の
人

に
対
し
て
、
原
因
と
な
る
病
気
が
治
っ
た
後

に
残
さ
れ
た
機
能
障
が
い
に
つ
い
て
、
日
常

生
活
や
仕
事
の
た
め
に
障
が
い
を
取
り
除
く

こ
と
や
、
軽
減
、
回
復
さ
せ
る
た
め
、
医
療

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
育
成
医
療
費
助
成
】

　

18
歳
未
満
で
体
に
障
が
い
や
病
気
が
あ

り
、
放
置
す
る
と
将
来
体
に
障
が
い
が
残
る

可
能
性
が
あ
る
が
、
手
術
な
ど
の
治
療
で
障

が
い
の
改
善
が
期
待
で
き
る
人
に
対
し
て
、

医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
精
神
通
院
医
療
費
助
成
】

　

精
神
疾
患
の
治
療
の
た
め
に
医
療
機
関
に

通
院
す
る
場
合
に
、
医
療
費
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。
入
院
医
療
費
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。

※�

こ
れ
ら
の
制
度
を
利
用
す
る
と
、
医
療
費

の
自
己
負
担
割
合
が
１
割
と
な
り
ま
す
。

所
得
な
ど
に
応
じ
て
１
カ
月
あ
た
り
の
上

限
額
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

支
給
の
対
象
に
な
る
障
が
い
児
を
養
育
す

る
父
ま
た
は
母
、
父
母
に
代
わ
っ
て
児
童
を

養
育
し
て
い
る
人
に
対
し
て
支
給
さ
れ
ま

す
。
所
得
に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

●
　

対
象
と
な
る
児
童

　

20
歳
未
満
で
、身
体
、知
的
ま
た
は
精
神
に

障
が
い
の
あ
る
児
童
。

※�

児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
場

合
や
、障
が
い
を
事
由
と
す
る
年
金
を
受

け
ら
れ
る
児
童
の
場
合
は
原
則
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

　

●
　

支
給
額
（
月
額
）

　

①
１
級
該
当
児
童
一
人
に
つ
き
…

５
万
２
２
０
０
円

　

②
２
級
該
当
児
童
一
人
に
つ
き
…

３
万
４
７
７
０
円

　

●
　

現
況
届
…
毎
年
８
月
に
提
出

　
特
別
障
害
者
手
当

　

重
度
の
障
が
い
の
た
め
、
日
常
生
活
で
常

時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
、
20
歳
以
上

の
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
病
院
に
３
カ
月
以

上
入
院
し
て
い
る
場
合
や
、
施
設
に
入
所
し

て
い
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
所
得
に

よ
る
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

●
　

対
象
者
（
次
の
ど
れ
か
に
該
当
す
る
人
）

　

①
重
度
の
障
が
い
が
２
つ
以
上
あ
る
人

　

②�
重
度
の
肢
体
不
自
由（
寝
た
き
り
な
ど
）

で
、
日
常
生
活
動
作
が
一
人
で
は
ほ
と

ん
ど
で
き
な
い
人

　

③�
重
度
の
精
神
障
が
い
、ま
た
は
重
度
の
知

的
障
が
い
の
た
め
、食
事
、用
便
、会
話
な

ど
の
日
常
生
活
能
力
が
ほ
と
ん
ど
な
い
人

　

●
　

支
給
額
（
月
額
）
…
２
万
７
２
０
０
円

　

●
　

現
況
届
…
毎
年
８
月
に
提
出

　
障
害
児
福
祉
手
当

　

重
度
の
障
が
い
の
た
め
、
日
常
生
活
に
介

護
を
必
要
と
す
る
20
歳
未
満
の
人
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
や
、

障
が
い
を
事
由
と
す
る
年
金
を
受
け
ら
れ
る

児
童
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
所
得
に
よ
る
制

限
が
あ
り
ま
す
。

　

●
　

対
象
者
（
次
の
ど
れ
か
に
該
当
す
る
人
）

　

①�

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
お
よ
び
２
級
程

度
の
人

　

②
療
育
手
帳
Ａ
１
程
度
の
人

　

●
　

支
給
額
（
月
額
）
…
１
万
４
７
９
０
円

　

●　
現
況
届
…
毎
年
８
月
に
提
出

　
熊
本
県
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度

　

重
度
の
障
が
い
者
（
児
）
を
扶
養
し
て
い

る
保
護
者
が
、
死
亡
ま
た
は
重
度
障
が
い
を

受
け
た
な
ど
に
よ
っ
て
、
扶
養
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
っ
た
と
き
か
ら
、
重
度
障
が
い

者
（
児
）
に
障
害
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

●
　�

制
度
に
加
入
で
き
る
人
（
次
の
す
べ
て
を

満
た
す
人
）

　

①�

重
度
心
身
障
が
い
児
（
者
）
を
扶
養
し

て
い
る
人

　

②
特
別
な
病
気
や
障
が
い
が
な
い
人

　

③
65
歳
未
満
の
人

　

④
県
内
に
在
住
す
る
人

　児童や障がいのある人のために、いろいろな制度がある
のをご存じですか。このページでは、各制度の概要を紹介
します。それぞれに認定の申請が必要ですので、まずはご
相談ください。
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子
ど
も
医
療
費
の
助
成

　

●
　

対
象
年
齢

　

18
歳
到
達
後
の
３
月
31
日
ま
で
。

　

●　

助
成
額

　

通
院
・
入
院
に
か
か
る
医
療
費
を
全
額
助

成
し
ま
す
。
保
険
適
用
外
・
高
額
療
養
費
・

入
院
時
の
食
事
代
、
学
校
・
保
育
園
・
幼
稚

園
内
で
の
け
が
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

　

●
　

助
成
方
法

　

熊
本
県
内
の
医
療
機
関
を
外
来
受
診
す
る

場
合
「
健
康
保
険
証
」
と
「
子
ど
も
医
療
費

受
給
者
証
」
を
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

　

県
外
の
医
療
機
関
や
入
院
な
ど
の
場
合

は
、
い
っ
た
ん
窓
口
で
医
療
費
を
支
払
い
、

１
カ
月
ご
と
に
領
収
証
を
ま
と
め
て
、
市
役

所
福
祉
援
護
課
ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

●
　

必
要
書
類

　

①�

医
療
費
の
領
収
証（
レ
シ
ー
ト
は
不
可
）

　

②
印
か
ん
（
認
め
印
）

　

●　

申
請
期
限

　

診
療
月
の
翌
月
か
ら
起
算
し
て
１
年
間
。

　
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
の
助
成

　

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
生
活
と
福
祉
の
向

上
を
目
的
に
、
医
療
費
の
全
額
ま
た
は
３
分

の
2
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。
所
得
に
よ
る

制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

●
　

対
象
者
（
次
の
ど
れ
か
に
該
当
す
る
人
）

　

①�

20
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
母

子
家
庭
の
母
ま
た
は
父
子
家
庭
の
父

　

②�

18
歳
に
な
っ
て
か
ら
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
の
母
子
家
庭
ま
た
は
父
子
家
庭
の

児
童

　
養
育
医
療
の
給
付

　

身
体
の
発
育
が
未
熟
な
ま
ま
で
生
ま
れ
、

入
院
を
必
要
と
す
る
乳
児
に
対
し
て
、
そ
の

治
療
に
必
要
な
医
療
費
の
一
部
を
負
担
し
ま

す
。

　

●
　

対
象
者

　

指
定
医
療
機
関
の
医
師
が
、
養
育
の
た
め

の
入
院
治
療
の
必
要
性
を
認
め
た
１
歳
未
満

の
未
熟
児
。

　
児
童
手
当

　

児
童
の
家
庭
生
活
に
お
け
る
安
定
と
健
や

か
な
成
長
の
た
め
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　

●
　

対
象
者

　

中
学
校
修
了
前
（
15
歳
到
達
後
の
３
月
31

日
ま
で
）の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
。

　

●
　

認
定
請
求
な
ど

　

出
生
、転
入
な
ど
に
よ
り
新
た
に
受
給
資

格
が
生
じ
た
場
合
、児
童
手
当
を
受
給
す
る

に
は
、出
生
や
転
入
か
ら
15
日
以
内
に
福
祉

援
護
課
窓
口
（
公
務
員
の
人
は
勤
務
先
）へ

「
認
定
請
求
書
」の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

●　
現
況
届
…
毎
年
６
月
に
提
出

　
児
童
扶
養
手
当

　

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
生
活
に
助
力
し
、

児
童
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
に
支
給
さ
れ

る
手
当
で
す
。

　

●
　

対
象
者

　

次
の
ど
れ
か
に
該
当
す
る
児
童
（
18
歳
に

達
す
る
日
以
降
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の

間
に
あ
る
人
ま
た
は
20
歳
未
満
で
政
令
で
定

め
る
程
度
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
人
）
を

監
護
す
る
母
、
ま
た
は
児
童
を
監
護
し
、
か

つ
、
生
計
を
同
じ
く
す
る
父
。

　

父
母
が
い
な
い
、
父
母
が
養
育
し
な
い
場

合
に
は
、
児
童
の
養
育
者
。

　

①�

父
母
の
離
婚
後
、
父
ま
た
は
母
と
生
計

を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

　

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

　

③�

父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が
い
の
状
態

に
あ
る
児
童

　

④�

父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

児
童

　

⑤�

父
ま
た
は
母
か
ら
引
き
続
き
１
年
以
上

遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

　

⑥�

父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
D
V
保

護
命
令
を
受
け
た
児
童

　

⑦�

父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き

１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

　

⑧�

母
が
婚
姻
し
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童（
認

知
さ
れ
た
児
童
を
含
む
）

　

⑨�

母
が
児
童
を
妊
娠
し
た
と
き
の
事
情
が

不
明
で
あ
る
児
童

　

●
　

次
の
場
合
は
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

　
●
　

児
童
が

　

①
日
本
国
内
に
住
所
が
な
い
と
き

　

②�
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
ま
た
は
里

親
に
預
け
ら
れ
た
と
き

　
●
　

父
ま
た
は
母
が
（
も
し
く
は
養
育
者
が
）

　
①
日
本
国
内
に
住
所
が
な
い
と
き

　

②�

養
育
者
の
場
合
は
児
童
と
別
居
し
て
い

る
と
き

※�

公
的
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い
る
人
で

も
、
そ
の
金
額
が
児
童
扶
養
手
当
の
受
給

額
よ
り
も
低
い
場
合
は
、
差
額
分
を
受
給

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

●　
所
得
制
限

　

手
当
を
請
求
す
る
本
人
、
そ
の
配
偶
者
や

扶
養
義
務
者
の
所
得
に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま

す
。

　

●　
現
況
届
…
毎
年
８
月
に
提
出

��

●�

10
ペ
ー
ジ
の
制
度

福
祉
援
護
課　
障
が
い
福
祉
係

☎（
43
）０
０
５
２

��

●�

11
ペ
ー
ジ
の
制
度

福
祉
援
護
課　
児
童
家
庭
係

☎（
43
）０
０
５
２

■
各
制
度
の
問
い
合
わ
せ
先

　

今
年
度
は
、
10
月
31
日
㈭
現
在
に
お

い
て
未
婚
の
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
で

あ
る
人
へ
、
臨
時
・
特
別
給
付
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

　

支
給
に
は
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
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国 民 年 金 情 報

国民年金保険料免除制度のお知らせ
保険料を納めることが困難な場合にご利用ください

　●国民年金保険料免除制度

問
国保年金課　後期医療年金係　☎(43)1576
熊本西年金事務所　������☎096(353)0142

　国民年金第１号被保険者が納める保険料は、所得が少
ないときや離職したとき、災害で財産の 2分の 1以上の
損害を受けたときなどに納めることが困難な場合は、免
除制度や納付猶予制度が利用できます。

▼免除の期間
　免除申請が認められて免除が受けられるのは、毎年７
月から翌年６月までの１年間です。全額免除・納付猶予
の継続申請をしている人以外は、毎年申請が必要です。
７月以降に手続きをしてください。
　免除申請は過去２年（申請月の２年１カ月前の月分）
までさかのぼって申請できます。免除申請をしても、前
年度の所得によっては認められない場合もあります。

▼申請先と必要書類
受付場所　国保年金課または各市民センター
必要書類　�①年金手帳または納付書②印かん③直近の２

年以内に離職した人は、離職票または雇用保
険受給資格者証

　20 歳になると国民年金の被保険者と
なり、保険料の納付が義務付けられま
す。学生の場合は本人の所得が一定以
下であれば、申請により在学中の保険
料の納付が猶予される学生納付特例制
度が設けられています。
　学生納付特例の承認を受けた期間は、表１のとおり年
金額には反映されませんが、受給資格期間へ算入できま
す。

▼免除の期間
　毎年４月から翌年３月までの１年間です。毎年手続き
が必要です。

▼申請先と必要書類
受付場所　国保年金課または各市民センター
必要書類　 ①在学証明書（原本）または学生証の写し　

②印かん

　免除の承認を受けた期間の保険料は、10 年以内であ
れば、申し出によりさかのぼって納付できます。追納を
行う場合は申し込みが必要です。

受給資格期間
への算入 年金額への反映

全額免除 ○ ○
一部免除※ ○ ○
納付猶予
学生納付特例 ○ ×
未納 × ×

※ 一部免除の場合は、減額された保険料を納めること
が必要です。納めていない場合は未納扱いとなりま
すのでご注意ください。

▶
保
険
料
納
付
状
況

表１

国
庫
負
担
分

自
己
負
担
分

全
額
納
付

全
額
免
除

半
額
免
除

４
分
の
３
免
除

４
分
の
１
免
除

未
納

受
け
取
り
不
可

50％
62.5％

75％
87.5％

100％

　重度の障がいを受けた場合や、死亡といっ
た不慮の事態が生じたときに保険料の未納期
間があると、障害基礎年金・遺族基礎年金が
受け取れない場合があります。
　ただし、免除や納付猶予制度の承認を受け
ている期間は未納扱いにはなりませんので、
万が一の時にも安心です。

万が一に備えて

　●学生納付特例制度

　●追納制度

　免除が承認された期間は、全額納付し
た場合と比べ、下のグラフのとおり受け
取る老齢基礎年金額が少なくなります。

受け取る年金額の割合
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イベント情報
ひだまり図書館・こもれび図書館では、夏休みの自由研究に役立つ本や読書感想文・感想画の課題図
書を紹介するほか、楽しいイベントを行います。ぜひご来館ください。

問☎（43）1082

問☎（46）1310

1夏休みおたすけコーナー　
６月 29 日㈯～８月 25 日㈰
読書感想文・感想画の課題図書や自由研究に関する本を
展示します。

2みんなでひだまり水族館をつくろう！
対象：幼児、小学生と保護者
７月 21日㈰　午前10 時半～11 時半

折り紙や絵で川の魚をつくります。

3こども１日司書体験
対象：小学４年～６年生
７月 25 日㈭・26 日㈮　午前 10 時～正午／午後 2 時～４時
ひだまり図書館で司書のお仕事が体験できます（館内案内、
カウンターでの貸し出し、POP 作成など）。こども１日司

書認定証を差し上げます。※要予約　定員各 2 人（先着順）

4ふるさと昔ばなしのおはなし会
対象：幼児、小学生と保護者
7 月 27 日㈯　午後 2 時～ 2 時半

ボランティアによる郷土の昔話「長者どんの宝くらべ」ほか

5夏休みの上映会
「深海大スペシャル　驚異のモンスター大集合！」
７月 27 日㈯　午後２時 40 分～ 3 時 40 分
場所：2 階会議室 B　

「コレナンデ商会」
８月 10 日㈯　午後２時 40 分～ 3 時半
場所：２階視聴覚室

1夏休みこども上映会　
７月 28 日㈰　午後２時～３時　場所：中会議室１

「忍たま乱太郎の宇宙大冒険 with コズミックフロント NEXT」

2こども１日司書体験　
対象：小学４年～６年生
７月 29 日㈪・30 日㈫　午前10 時～正午／午後 2 時～４時

こもれび図書館で司書のお仕事が体験できます（館内案内、
カウンターでの貸し出し、POP 作成など）。こども１日司
書認定証を差し上げます。※要予約　定員各 2 人（先着順）

3答えて！高校生　～高校生にギモン・しつもん～
対象：小学生～高校生　８月１日㈭～ 31 日㈯
小中学生から高校生に対する疑問や質問を募集。高校生
が質問に答えます。

4�国旗を塗ってハンドボールを応援！
対象：幼児、小学生
８月４日㈰　午前 10 時～午後 3 時
2019 年女子ハンドボール世界選手権の
出場チームの国旗を色塗りします。

5こもれび夜のおはなし会　
対象：幼児、小学生と保護者
８月９日㈮　午後６時～７時
おはなしボランティア「マザーグース」による絵本の読
み聞かせや、ブラックライトパネルシアターをします。

図書館

ひだまり図書館

こもれび図書館

2019 夏休み
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��

2
0
0
1
年�

熊
本
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
思
い
出

東
濱
：
高
校
の
コ
ー

チ
が
オ
ム
ロ
ン
の
元

選
手
だ
っ
た
縁
で
、

直
前
合
宿
で
は
オ
ム

ロ
ン
の
練
習
場
を
使

用
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
準
決
勝
で
自
分
の

ミ
ス
を
き
っ
か
け
に
相
手
チ
ー
ム
に
流
れ
が
変

わ
り
、
負
け
て
し
ま
っ
た
印
象
が
強
く
、
先
輩

た
ち
に
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
し
た
。
山
鹿
市

内
の
旅
館
に
宿
泊
し
、
さ
く
ら
湯
に
入
浴
し
た

こ
と
も
覚
え
て
い
ま
す
。

月
足
：
直
前
合
宿
で
足
を
け
が
し
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
馬
刺
し
で
患
部
を
冷
や
す
と
早
く
治

り
、
無
事
に
試
合
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
（
笑
）。
個
人
と
し
て
は
大
会
得
点
王
を

取
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
が
、
決
勝

で
は
1
点
差
で
負

け
て
し
ま
い
、
悔

し
か
っ
た
思
い
出

が
あ
り
ま
す
。

中
島
：
私
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
県
予
選
1
回
戦
で

左
手
首
を
骨
折
し
て
し
ま
い
、
以
降
の
試
合
で

は
チ
ー
ム
メ
イ
ト
に
思
い
を
託
し
て
応
援
し
て

い
ま
し
た
。
本
戦
で
は
監
督
に
直
訴
し
て
、
短

時
間
で
す
が
試
合
に
出
場
で
き
、
チ
ー
ム
は
ベ

ス
ト
８
ま
で
進
み
ま
し
た
。

���
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
魅
力
と
は
？

東
濱
：
身
長
の
あ
る
選
手
は
体
格
を
、
小
柄
な

選
手
は
ス
ピ
ー
ド
を
生
か
し
た
プ
レ
ー
な
ど
、

個
々
の
選
手
の
特
長
を
生
か
し
た
チ
ー
ム
プ

レ
ー
が
魅
力
で
す
。

月
足
：
ス
ピ
ー
ド
感
が
あ
り
、
試
合
を
通
し
て

シ
ュ
ー
ト
数
・
ゴ
ー
ル
数
も
多
い
た
め
、
点
の

取
り
合
い
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
各
チ
ー
ム

に
応
援
団
が
い
る
の
で
点
が
入
る
た
び
に
盛
り

上
が
り
、
会
場
が
一
体
感
に
包
ま
れ
ま
す
。

中
島
：
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
は
「
球
技
の
中
の
格
闘

技
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
接
触
プ
レ
ー
が
多
く
、

見
て
い
て
迫
力
が
伝
わ
っ
て
く
る
と
こ
ろ
で

す
。
特
に
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
が
体
を
張
っ
て
相
手

の
攻
撃
を
封
じ
る
と
、

チ
ー
ム
全
体
に
勢
い

を
も
た
ら
し
ま
す
。

���

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技
の
見
所

東
濱
：
プ
レ
ー
も
で
す
が
、
各
学
校
の
応
援
合

戦
に
も
注
目
し
て
い
ま
す
。
学
校
に
よ
っ
て
は
ブ

ラ
ス
バ
ン
ド
部
の
演
奏
も
あ
り
、
観
客
も一緒
に

な
っ
て
盛
り
上
が
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

月
足
：
キ
ー
パ
ー
が

シ
ュ
ー
ト
を
止
め
て
か

ら
の
速
攻
に
注
目
で

す
。
速
攻
が
決
ま
れ

ば
チ
ー
ム
が
盛
り
上

が
り
、
流
れ
を
引
き
寄
せ
る
展
開
に
な
り
ま
す
。

中
島
：
私
は
山
鹿
出
身
の
選
手
が
所
属
す
る
学

校
に
注
目
し
て
い
ま
す
。
県
代
表
の
熊
本
市
立

千ち
は
ら
だ
い

原
台
高
校
、
熊
本
国
府
高
校
に
は
、
男
子
・

女
子
チ
ー
ム
と
も
に
山
鹿
出
身
の
選
手
が
い
る

の
で
、
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

���

世
界
選
手
権
に
向
け
て
一
言

東
濱
：
前
回
大
会
優
勝
の
フ
ラ
ン
ス
を
は
じ
め
、

ル
ー
マ
ニ
ア
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
、ロ
シ
ア
な
ど
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
強
豪
国
、
身
体
能
力
の
高
い
ア
フ
リ
カ

の
コ
ン
ゴ
や
ア
ン
ゴ
ラ
、
ア
ジ
ア
の
強
豪
、
韓
国

な
ど
、
海
外
勢
の
多
彩
な
プ
レ
ー
に
注
目
し
て

い
ま
す
。

月
足
：
日
本
代
表
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
特
に
、

オ
ム
ロ
ン
所
属
の
選
手
が
ど
の
よ
う
な
プ
レ
ー

を
見
せ
て
く
れ
る
か
楽
し
み
で
す
。

中
島
：
海
外
に
は
体
格
だ
け
で
な
く
、
ス
ピ
ー

ド
も
兼
ね
備
え
た
選
手
が
多
く
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
選
手
に
日
本
選
手
が
ど
う
対
応
す
る
の

か
、
注
目
し
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
国
際

大
会
を
盛
り
上
げ
る
会
場
の
演
出
も
楽
し
み
で

す
。

当時の月足さん

東
ありはま

濱 裕
ゆ う こ

子さん月足 早
さ き

紀さん

沖縄県出身。沖縄
県立陽明高等学校
２年生時に出場し、
チームはベスト４。
当時のポジション
はセンター・ポス
ト。2003 年～
2018 年オムロン
所属。現在はオム
ロンリレーアンドデ
バイス社員。

大阪府出身。兵庫
県私立 夙

しゅくがわ
川 学院

高等学校２年生時
に出場し、チーム
は準優勝、個人得
点王。当時のポジ
ションはセンター。
2007 年 ～ 2009
年 オム ロン 所 属。
旧姓は市村。現在
は主婦。

中島 さやかさん

熊本県出身。熊本
県 立 松 橋 高 等 学
校３年生時に出場
し、チームはベス
ト８。当時のポジ
ションはレフトバッ
ク。2002 年～
2007 年オムロン
所属。現在は山鹿
市役所社会体育課
職員。

左から月足さん、月足さんの三男・銀
ぎんのすけ

之助ちゃん、中島さん、東濱さん

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
魅
力 

語
り
ま
す
!

　
山
鹿
市
で
は
８
月
に
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
（
全
国
高
校
総
体
）
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技
が
行
わ
れ
、
11
月

に
は
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
世
界
選
手
権
が
開
幕
し
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
13
（
２
０
０
１
）
年
に
山

鹿
市
な
ど
で
開
催
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
経
験
が
あ
り
、
オ
ム
ロ
ン
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
O
G

で
も
あ
る
山
鹿
市
在
住
の
３
人
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

問
世
界
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会
推
進
室　
☎（
41
）５
６
３
６

  

ご協力、ありがとうございました！
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今夏、第 25 回参議院議員通常選挙を執行します　　　
問選挙管理委員会　☎（43）1594

　任期満了に伴う参議院議員通常選挙を執行します。
　選挙の内容については山鹿市ホームページ、やまがメイト、防災行政無線、投票所入場券などでもお知らせ
します。
　山鹿市内で投票ができるのは、選挙人名簿登録基準日現在において山鹿市に３カ月以上住民登録し、山鹿市
の選挙人名簿に登録されている人に限られます（参院選に係る選挙人名簿については、７月３日㈬が基準日と
なります）。そのため、最近、山鹿市に転入された人で従前の市町村の選挙人名簿に登録されている人は、従
前の市町村で投票することになります。この場合、山鹿市の不在者投票所で投票できる不在者投票制度があり
ますので、詳しくは選挙管理委員会にお問い合わせください。

　　《投票日の日程》
　　【�公示日　７月４日㈭�】�
　　【�投票日　７月21日㈰】
　　　時　間　午前７時から午後７時まで
　　　場　所　市内 25 投票所

【�期日前投票�】
　投票日に投票できない人は、期日前投票ができます。
　期　間
　（市役所）7月５日㈮から 7月 20 日㈯まで
　（市民センター）7月 13 日㈯から 7月 20 日㈯まで
　時　間　午前８時半から午後８時まで
　場　所　市役所１階会議室および各市民センター

受動喫煙防止対策における第一種施設（公共施設）の
取り組みについて

受動喫煙とは
　たばこを吸わない人が、たばこ
を吸う人（喫煙者）と同じ空間に
いることで、自分の意思とは無関
係にたばこの煙を吸わされること
です。

問健康増進課　☎ (43)0050

　山鹿市では、下記の対象施設において敷地内禁煙と　
なります。敷地内禁煙とは、その施設の建物内に限らず、敷地内
全ての場所において喫煙が禁止されていることを言います。

◦�市役所本庁舎
◦�各市民センター
◦�山鹿健康福祉センター、菊鹿健康福祉センター
◦�各保育園・幼稚園、小中学校
※   望まない受動喫煙を防止するための取り組みは、マナーから

ルールへ変わります。皆さまのご理解ご協力をお願いします。
詳しくは、以下のホームページをご確認ください。

　 厚生労働省特設サイト：https://jyudokitsuen.mhlw.go.jp/
　 熊本県の受動喫煙対策について：
　　　　　　　https://www.pref.kumamoto.jp/kiji_26960.html

　改正健康増進法は、望まない受動喫煙の防止を図る観点から、多数の人が利用する施設などについて、
その区分に応じて段階的に喫煙を禁止することが定められ、7月 1日㈪から第一種施設での規制が開
始されます。また、令和２年 4月 1日㈬から第二種施設（第一種施設以外の多数の人が利用する施設、
飲食店、旅客運送事業船舶・鉄道）においては、原則屋内禁煙となります。
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街角ぐるっとナビ 
私たちは小さな消防士として頑張ります
…山鹿保育園幼年消防クラブ結団式　　　　　  　　　　 ５月14日

　山鹿市消防本部で幼年消
防クラブの結団式が行わ
れ、山鹿保育園の年長児 23
人が任命されました。この
日園児たちは、山鹿市消防
団第 1分団の石橋和

かずゆき

幸分団
長から認定書を受け取り、
載帽すると、小さな消防士
は「絶対に火遊びはしませ
ん」と「防火の誓い」を全
員で合唱しました。山鹿保育園の年長児ら

2019 女子ハンドボール世界選手権大会を盛り上げる山鹿総決起集会 
５月20日

　11月から山鹿でも開催される
女子ハンドボール世界選手権大
会を盛り上げようと、市内の経済
団体が中心となって開催。会場と
なった温泉プラザ山鹿には市内
の各種団体から約 200 人が出
席。発起人である山鹿商工会議
所早瀬幸

ゆきみつ

光会頭が「多くの皆さ
んに山鹿を知っていただく良い機
会です。大会を盛り上げ、ぜひ成
功させましょう」とあいさつしました。 乾杯のあいさつをする島田俊

と し ろ う

郎熊本県
ハンドボール協会会長

大きな花が早く咲きますように
…ヒマワリの種まき　　　　　　　　　　　　　　　　  ５月 20 日

　方
か と う だ

保田東
ひがしばる

原遺跡公園でヒマワ
リの種まきが行われ、大道保育
園の園児約 60 人が参加しまし
た。園児たちは「穴を掘るのが
面白い」「早く大きな花を見てみ
たい」と楽しみながら、一つ一
つ丁寧に種をまいていました。
　７月下旬には、ヒマワリ畑に隠
された遺跡に関するクイズを解い
て楽しむ「ヒマワリ畑でクイズラ
リー」を開催予定です。

種まきをする園児ら

吉田貴
た か ひ こ

彦さん
梅木谷（鹿央）

佐
さ す が

菅芳
よ し ひ ろ

弘さん
鹿校通（山鹿）

髙木百
ゆ り こ

合子さん
米原（菊鹿）

平成 31 年度熊本県交通安全功労者表彰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ５月 20 日
　山鹿市の交通指導員として、長年にわたり地域での交通安全活動
に積極的に取り組まれ、交通安全推進活動の模範となるものと認め
られ受賞されました。

、

めのだけ小学校が３連覇達成
…第53 回交通安全子供自転車山鹿地区大会      ６月１日

左から井出海芯さん、米加田さん、井出遥佳さん、櫻井さん

　菊鹿あんずの丘多目的体育館グリーンパルスで
行われた大会に市内の３小学校４チームが出場
し、学科テストと実技テストを行いました。その
結果、めのだけ小学校（田島廣

ひろゆき

幸校長：児童数
288 人）チームが優勝。旧山内小学校から通算し
て９連覇を達成しました。同チームは山鹿地区代
表として６月22日㈯に合志市総合センターヴィー
ブルで行われる県大会に出場します。
めのだけ小学校優勝チームメンバー
　�井出海

かいしん

芯さん・６年（個人１位）、櫻井統
とうしろう

志朗さん・４年、
米加田陽

は る な

愛さん・４年、井出遥
は る か

佳さん・４年（個人３位）

、

将来の夢は警察官
…認知症高齢者発見保護に対する感謝状贈呈   ５月14日
　3月17日、鹿本町の国道で認知症の高齢女性を
発見し、積極的に声掛けを行い迅速的確に保護し
たとして、鹿本高校 3年生の宮崎将

まさのぶ

暢さんに山鹿
警察署から感謝状が送られました。同署で行われ
た贈呈式では、平木敏

としふみ

史署長から感謝状が手渡さ
れると宮崎さんは「当日は部活の試合後に、祖母
の車で帰宅中でした。蒸し暑かったのに厚着でお
かしいと思い、一度通り過ぎましたが気になった
ので引き返してもらいました。おばあさんが無事
で良かったです。将来は社会に役立つ立派な警察
官になりたいです」と話しました。

感謝状を手にする宮崎さん
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まだまだあるよ。街角ぐるっとナビ

質の高い本場のオペラを子どもたちに
…八千代座スロヴァキア国立オペラ 2019 チケット贈呈　６月 13 日
　６月29日に八千代座でコン
サートオペラが開催。これに先立
ち、八千代座オペラ実行委員会
（森川昭

あきひこ

彦代表）から小・中学生
に本場のオペラを見てもらいたい
とチケット100 枚が山鹿市に寄
贈されました。今回で６回目とな
るこの取り組みで、受け取った堀
田浩

こう

一
いち

郎
ろう

教育長は「まだ見てい
ない子どもたちに本場を体験さ
せます」とお礼を述べました。 左から堀田教育長、中嶋憲

け ん せ い

正市長、
森川氏

、

天使の歌声とコラボ
…ウィーン少年合唱団コンサート　　６月６日

コンサートに出演した山鹿小学校音楽部
（※都合により広報紙に掲載している写真と変更しています）

　熊本県立劇場（熊本市）でウィーン少年合唱団が
コンサートを開催。このステージに山鹿小学校音楽
部がサプライズで登場し、肥後の民謡「五木の子守
唄」を合唱して観客を「天使の歌声」で魅了しまし
た。この企画は同劇場と鶴屋百貨店（熊本市）が、
県内有数の実力を誇る山鹿小学校音楽部との合唱を
ウィーン少年合唱団にお願いし、実現したものです。
この貴重な体験をした音楽部（４〜６年生の部員24
人）の部長宮野紗

さ ほ

帆さん（６年生）は「すごく緊張
したけど、練習の成果が出せました。短い時間だっ
たけどすごく楽しかったです」と笑顔で話しました。

九州管区行政評価局長表彰受賞
…行政相談員　島田裕

ひ ろ

子
こ

さん　（山鹿市鹿校通）　　　　　　　　　
　平成21年から長きにわたり、
地域住民の身近な相談窓口であ
る行政相談員として活動、市民
から寄せられるさまざまな行政
に関する相談事の解決に向けて
尽力をされたことが評価されま
した。島田さんは毎月１回、山鹿
健康福祉センターで行政相談所
を開設。また年に２回、他の行
政相談員と合同相談所を開設し
相談の対応に当たられています。 表彰を受ける島田さん（中央）

、

園児も一緒にお手伝い
…危険物安全週間路上PR　　　　　　６月６日
　JA鹿本本所駐車場で山鹿植木地区危険物安全協
会（今井栄

えい

治
じ

会長：加盟 87 事業所）役員、山鹿
西保育園幼年消防クラブ、山鹿市消防本部が協力
し、危険物安全週間の路上 PRを行いました。この
取り組みは石油類をはじめとする危険物の安全確保
の重要性を呼び掛けることを目的に、毎年 6月の危
険物安全週間に行事の一環として実施されています。
　協会役員が「危険物の取り扱いにはご注意くださ
い」と呼び掛けると、園児たちも「はい、どうぞ」と
チラシや手作りのお守りを配ってお手伝い。ドライバー
は思いがけない贈り物を笑顔で受け取っていました。

ドライバーにチラシなどを手渡す園児

おいしい牛乳を飲んでください
…ちちの日に牛

ち ち

乳を贈ろうキャンペーン　　　　　　　  ６月 13 日
　父の日を前に、JA 鹿本酪
農と鹿本酪農の女性部６人
が市役所を訪れ、中嶋憲

けん

正
せい

市長に牛乳を贈りました。代
表して谷珠

た ま み

美さんが「牛乳を
飲んで、暑い夏を乗り切って
ください」とあいさつ。早速、
牛乳とヨーグルトを試飲・試
食した中嶋市長は「うん、お
いしい！元気になりますね」
と笑顔で話しました。

牛乳を贈った女性部の皆さんと中嶋市長

一年間の無病息災を祈って
…犬子ひょうたん祭（祇園祭）　　　　　　　　　　       ６月 15 日

　大宮神社境内の八坂神社で
犬子ひょうたん祭が行われ、
疫病除けに１年間部屋に飾る
習わしがある、米粉で作った
「犬子ひょうたん」のお守り
を買い求める多くの人でにぎ
わいました。また、この日は
初かたびら（浴衣おろしの日）
とされていて、浴衣姿の参拝
者も多く見られました。犬子ひょうたんを選ぶ参拝者
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場広の ● みんなの広場は投稿のページです。掲載を希望する人は、掲載月前月の１日までに、
原稿や写真を山鹿市役所情報システム広報課へ郵送または持参してください。

● 紙面の都合で掲載を調整する場合があります。

鹿
本
医
師
会
看
護
学
校

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

鹿
本
医
師
会
看
護
学
校

◦�

日
時　

７
月
20
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

オ
ス
ト
メ
イ
ト
医
療
相
談
会

　
　
　
　
　
　
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会

　
　
　
　
　
　
熊
本
県
支
部
事
務
局

　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
、
人

工
膀ぼ

う
こ
う胱

造
設
者
）
の
人
お
よ
び
ご
家

族
を
対
象
に
、
ス
ト
ー
マ
ケ
ア
（
人

工
肛
門
な
ど
の
手
入
れ
の
仕
方
）
な

ど
に
つ
い
て
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

参
加
料
は
無
料
で
す
。

◦�

日
時　

７
月
20
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
半
〜
３
時
半

◦
場
所　

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

※�

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
、
当
日

会
場
で
受
け
付
け
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先　
（
事
務
局
）

☎
０
９
６（
２
０
６
）３
３
３
０

自
宅
で
仕
事
を
し
た
い
人

募
集

在
宅
就
労
支
援
事
業
団

　

在
宅
で
の
仕
事
を
希
望
す
る
皆
さ

ん
に
就
労
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◦�

対
象
者　

障
が
い
者
な
ど
で
外
で

の
仕
事
に
無
理
の
あ
る
人
、
母
子

家
庭
の
母
な
ど
で
外
で
の
仕
事
が

無
理
な
人
、
そ
の
ほ
か

◦�

仕
事
内
容　

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
を
活
用
し
て
の
就
労
②
テ
レ

初
心
者
水
泳
教
室

参
加
者
募
集

山
鹿
市
水
泳
協
会

　

短
期
集
中
型
の
水
泳
教
室
で
す
。

◦�

対
象
者　

幼
児（
４
〜
６
歳
未
満
）

先
着
10
人
、
小
学
生�

先
着
40
人

子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
を
く
れ
ま
す

お
も
て
な
し
子
ど
も
公
演

山
鹿
も
て
な
し
た
い

◦
日
時
・
内
容

　
７
月
14
日
㈰　

午
前
10
時
〜
11
時

　

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス

　

子
ど
も
童
謡

　

菊
鹿
中
合
唱
部

　

７
月
28
日
㈰　

午
前
10
時
〜
11
時

　

�

山
鹿
中
太
鼓
部

　

子
ど
も
箏そ

う

曲き
ょ
く

�

◦
場
所　

湯
の
端
公
園

◦
参
加
費　

無
料

※
出
演
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先　
（
山
本
）

☎
０
９
０（
８
９
４
７
）４
９
５
０

山
鹿
だ
い
す
き
！

「
さ
く
ら
湯
朝
市
」

山
鹿
も
て
◯
マ
ー
ケ
ッ
ト

◦�

日
時　

７
月
14
日
㈰

　
　
　
　

午
前
８
時
〜
11
時

◦
場
所　

湯
の
端
公
園

◦�

内
容　

健
康
野
菜
や
手
作
り
品
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
。

※
出
店
者
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先　
（
山
本
）

☎
０
９
０（
８
９
４
７
）４
９
５
０

第
14
回
酒
蔵
寄
席

立
川
生し

ょ
う

志し

独
演
会

笑
門
山
鹿
会

　

こ
と
し
14
回
目
を
迎
え
る
立
川
生

志
の
独
演
会
。
こ
れ
ぞ
「
立
川
流
」

の「
本
格
」落
語
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

◦
日
時　

７
月
13
日
㈯

　

開
場
：
午
後
１
時
半

　

開
演
：
午
後
２
時

◦�

場
所　

天て
ん

聽ち
ょ
うの

藏く
ら

太
極
拳
早
朝
練
習
の
ご
案
内

や
ま
が
太
極
拳
愛
好
会

　

爽
や
か
な
空
気
の
も
と
健
康
的
な

太
極
拳
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦
日
時　

７
月
〜
８
月（
全
日
曜
日
）

　
　
　
　

午
前
６
時
〜
７
時

◦�

場
所　
ス
ー
パ
ー
ミ
カ
エ
ル
駐
車
場

◦
参
加
料　

無
料

※�

誰
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

初
め
て
の
人
も
大
歓
迎
。

◦�

問
い
合
わ
せ
先　
（
中
原
）

☎（
44
）６
８
４
９

15
周
年
記
念
講
演
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ブ
レ
ス

　

ブ
レ
ス
は
お
か
げ
さ
ま
で
設
立
15

周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
こ
で
書
家
の

金
澤
泰や

す

子こ

さ
ん
・
翔し

ょ
う

子こ

さ
ん
親
子
を

お
招
き
し
、講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

◦
日
時　

７
月
７
日
㈰

　
　

開
場
：
午
後
０
時
半

　
　

開
演
：
午
後
１
時
半

◦
席
上
揮き

毫ご
う　

金
澤
翔
子
氏

◦
講
演　

金
澤
泰
子
氏
、

◦�

演
題　
「
天
使
が
こ
の
世
に
降
り

立
て
ば
」〜
ダ
ウ
ン
症
者
の
書
家
、

翔
子
と
歩
ん
で
き
た
道
〜

◦�

場
所　

菊
鹿
あ
ん
ず
の
丘
多
目
的

体
育
館
グ
リ
ー
ン
パ
ル
ス

◦
入
場
料　

無
料

◦
定
員　

４
０
０
人

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎（
48
）２
４
３
４

◦�

期
間　

２
コ
ー
ス

　

①
７
月
21
日
㈰
〜
25
日
㈭

　

②
８
月
４
日
㈰
〜
８
日
㈭

　

ど
ち
ら
も
午
後
６
時
〜
７
時

◦�

場
所　

山
鹿
市
民
プ
ー
ル

◦�

指
導
者　

山
鹿
市
水
泳
協
会
会
員

◦�

受
講
料　

３
７
０
０
円
（
プ
ー
ル

使
用
料
・
保
険
料
込
み
）

◦�

申
込
期
限

　

①
７
月
18
日
㈭
ま
で

　

②
８
月
１
日
㈭
ま
で

◦�
申
込
先
（
平
日
の
み
：
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
ま
で
）

　

司
法
書
士
松
本
剛た

か
ひ
さ久

事
務
所

☎（
43
）８
６
０
６

ワ
ー
ク
体
制
で
の
仕
事
（
宛
名
書

き
・
ノ
ベ
ル
テ
ィ
・
デ
ザ
イ
ン
の

作
成
・
デ
ー
タ
入
力
・
デ
ジ
タ
ル

採
点
作
業
・
封
入
作
業
・
テ
ー
プ

起
こ
し
・
サ
ン
プ
ル
作
成
な
ど
）

◦�

収
入
・
給
与　

出
来
高
制

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
６（
２
１
３
）０
７
０
１

◦
場
所　

鹿
本
医
師
会
看
護
学
校

　
　
　
　
（
山
鹿
３
３
２
番
地
１
）

◦�

内
容　

学
校
説
明
、
卒
業
生
・
在

校
生
と
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
、
看
護

体
験
コ
ー
ナ
ー

◦
申
込
期
限　

７
月
17
日
㈬

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎（
44
）６
０
９
８

◦�

出
演　

立
川
生
志

◦
入
場
料　

３
千
円

◦
チ
ケ
ッ
ト
販
売
・
問
い
合
わ
せ
先

　

笑
門
山
鹿
会
（
川
端
）

☎
０
９
０（
３
６
０
６
）１
７
７
７
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小
学
生
の
夏
休
み
絵
画
教
室

ガ
ッ
レ
リ
ア
・
ア
ッ
シ
ジ

　

夏
休
み
の
宿
題
を
仕
上
げ
よ
う
！

◦�

日
時　

７
月
23
日
㈫
・
30
日
㈫
・

８
月
６
日
㈫
・
20
日
㈫

　

午
前
９
時
半
〜
11
時
半

◦�

場
所　

三
玉
公
民
館

◦�

定
員　

10
人

◦�

参
加
費　

１
回
千
円

◦�

持
参
品　

画
用
紙
、
絵
の
具

◦�

指
導　

森
田
貴き

み
ひ
ろ博

（
洋
画
家
）

　
　
　
　

平
井
栄え

み美
（
版
画
家
）

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先　
（
平
井
）

☎
０
７
０（
５
０
８
３
）３
９
９
３

う
た
声
広
場

う
た
お
う
会

　
「
歌
う
」
の
が
大
好
き
な
人
も
、

「
ち
ょ
っ
と
…
」
と
い
う
人
も
、
み
ん

な
で
歌
え
ば
楽
し
さ
も
倍
増
。
さ
ぁ
、

一
緒
に
歌
い
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦�

日
時　

７
月
６
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
半
〜
３
時

◦
場
所　

�

ゆ
〜
く
ん
ち

　
（
旧
鹿
本
郵
便
局
）

◦�

会
費　

１
０
０
円

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要

◦
問
い
合
わ
せ
先　
（
古
庄
）

☎（
46
）４
０
８
８

み なん

※�日曜日定休。時間は 11：30 〜 18：00
　（最終日は 15：00 まで）

※�時間は７：00 〜 17：00

ギ ャ ラ リ ー

Gallery街角街角
今月の

▶山鹿市公民館自主講座「水彩画講座」作品展（前期）
　四季の風景、静物など約 20 点を展示
　講師　服部秋彦さん（山鹿市）
　 期間　７月１日㈪〜 15日㈷

▶山鹿市公民館自主講座「水彩画講座」作品展（後期）
　 四季の風景、静物など約 20 点を展示
　講師　服部秋彦さん（山鹿市）
　期間　７月 16日㈫〜 31 日㈬

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）
問☎ (44)4835

｢万葉の風｣ 鹿央物産館（常設展示場）
問☎ (36)3838

▶山鹿ステンドグラスの会
　展示者：山﨑信治さん（山鹿市）
　期間　７月１日㈪〜 15日㈷

▶水墨画展
　代表：星子悦郎さん（山鹿市）
　期間　７月 16日㈫〜 31 日㈬

「
一
生
曲
が
ら
な
い
背
骨
を
今

か
ら
作
る
」
姿
勢
の
講
演
会

や
ま
が
中
央
整
骨
院

　

姿
勢
が
気
に
な
り
ま
せ
ん
か
？
姿

勢
の
専
門
家
、
日
本
施
術
マ
イ
ス

タ
ー
養
成
協
会
代
表
理
事
小
林
篤あ

つ

史し

先
生
を
お
招
き
し
、
姿
勢
に
つ
い
て

の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
簡
単
な

落
語
で
研
修
in八
千
代
座

山
鹿
地
区
安
全
運
転
管
理
者
等
協
議
会

　

落
語
と
曲
独
楽
で
楽
し
く
交
通
安

全
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

◦
日
時　

８
月
11
日
㈰

　

開
場
：
午
後
１
時
半

　

開
演
：
午
後
２
時

◦�

場
所　

八
千
代
座

◦�

出
演　

林
家
き
く
麿ま

ろ

（
落
語/
真

打
）
三
遊
亭
ふ
う
丈じ

ょ
う

（
落
語
）
三み

増ま
す

れ
紋も

ん

（
江
戸
曲
独
楽
）

◦�

入
場
料　

無
料（
入
場
券
が
必
要
）

※�

入
場
券
が
必
要
な
人
は
７
月
25
日

㈭
ま
で
に
事
務
局
に
あ
る
申
込
書

に
記
入
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
（
土
日
祝
日
を
除
く
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
ま
で
）。

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

�

山
鹿
地
区
安
全
運
転
管
理
者
等
協

議
会
事
務
局
（
山
鹿
警
察
署
内
）

☎（
43
）９
６
５
５

◦日　時：９月 21 日㈯
　　　　　開場：午後 3 時　　開演：午後 4 時
◦場　所：八千代座
◦ 入場料：一　般　 　　2,000 円（当日 2,500 円）
　　　　　高校生以下　 1,000 円（当日 1,500 円）
　　　　　（全席自由）
　※前売りで完売の場合、当日券の販売はありません。
◦ チケット販売　
 ・チケットぴあ
 ・桟敷茶屋（八千代座前）
　☎（44）8221
◦ チケット販売開始
　７月 21 日㈰〜
　※ 未就学児の同伴・入場は

ご遠慮ください。 

宝くじ文化公演　ジャズライブ

大野雄
ゆ う

二
じ

&ルパンティックシックス

◦問い合わせ先　八千代座　☎（44）4004

体
操
で
今
よ
り
も
姿
勢
を
良
く
し

て
、
腰
痛
や
肩
こ
り
、
頭
痛
持
ち
な

ど
の
症
状
を
改
善
し
ま
し
ょ
う
。

◦�

日
時　

７
月
24
日
㈬

　

午
後
２
時
〜
３
時

◦�

場
所　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

◦�

参
加
費　

無
料

◦�

定
員　

１
０
０
人
（
定
員
に
な
り

次
第
終
了
）

※�

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

交
通
手
段
の
な
い
人
に
限
り
送
迎

し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先　
（
村
上
）

☎（
43
）２
８
６
６
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狂
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新
人
俳
句
講
座

瀬
口
忠
一
選

花
水
木
植
え
て
新
築
祝
か
な　
　
　
　
　
　

吉
岡
由
美
子

再
び
の
と
き
め
き
あ
り
て
牡
丹
さ
く　
　
　

福
島　

好
美

い
つ
の
間
に
庭
の
主
は
柿
若
葉　
　
　
　
　

吉
田　

康
史

タ
ッ
プ
俳
句
会
　

山
口
信
博
選

ク
ス
若
葉
飛
行
機
雲
は
東
へ
と　
　
　
　
　

福
山　

節
子

雨
に
耐
え
石
の
様
相
青
蛙　
　
　
　
　
　
　

村
上　

真
一

ピ
カ
ピ
カ
の
制
服
嬉
し
若
葉
風　
　
　
　
　

緒
方　

香
織

山
鹿
俳
句
会
　
五
月
例
会

利
光
釈
郎
選

只
無
心
郡
上
踊
は
令
和
へ
と　
　
　
　
　
　

光
永　

紀
子

白
牡
丹
重
く
す
る
雨
当
麻
寺　
　
　
　
　
　

古
閑　

生
子

草
を
取
る
黙
々
と
刻
忘
れ
を
り　
　
　
　
　

谷
﨑　

弘
枝

河
鹿
会
　
肥
後
狂
句
　
四
月
例
会

互
選
句

ふ
て
え
声　

と
な
り
の
嫁
ご　

又
来
と
る

中
島　

絢
子

い
つ
の
間
に　

孫
が
上
か
ら　

も
の
ば
言
う

宮
園
す
ま
子

い
つ
の
間
に　

死
な
し
た
て
ち
な
あ
の
人
も

中
島　

絢
子

肥
後
狂
句
や
ま
が
会
　
五
月
例
会

（
吟
行
会
）

藤
本
白
扇
選

そ
る
が
人
生　

幾
万
あ
っ
た
浮
き
沈
み

松
村
こ
ゆ
き

と
て
も
好
き　

権
力
批
判
す
る
社
説

長
瀬　

狂
介

そ
る
が
人
生　

苦
労
し
た
し
こ
実
を
結
ぶ

荒
木
ト
ン
ボ

幸
か
不
幸
か　

嫁
御
だ
け
に
は
恵
ま
れ
た

黒
田　

如
水

が
っ
ぱ
り　

生
き
る
気
力
も
の
う
な
っ
た

鳥
巢
万
年
青

川
上
火
男
選

が
っ
ぱ
り　

立
派
な
癌
て
言
い
な
は
る

長
野　

お
節

幸
か
不
幸
か　

当
分
な
れ
ぬ
未
亡
人

宮
川　

幸
代

つ
く
じ
っ
て　

パ
パ
は
縁
談
直
ぐ
壊
す

遠
藤　

上
気

そ
る
が
人
生　

山
谷
あ
り
て
も
う
八
十
路

坂
口　
　

法

幸
か
不
幸
か　

身
投
げ
の
池
は
背
の
立
っ
た

新
谷　

不
動

鹿
本
短
歌
会
　
五
月
詠
草

清
田
由
井
子
選

落
日
に
半
生
重
ね
省
み
る
い
つ
も
一
人
の
男
だ
つ
た
と　
　
　
　
　
　
　

松
尾　

光
浩

生
き
て
こ
そ
明
日
が
あ
る
よ
リ
ハ
散
歩
連
山
な
が
め
夕
日
を
拝
む　
　
　

水
町
千
鶴
子

伸
び
上
り
伸
び
上
り
し
て
枝
を
切
る
し
だ
れ
梅
の
木
傘
の
形
に　
　
　
　

森
本
す
み
子

石
人
短
歌
会
　
五
月
例
会

富
田
豊
子
選

漫そ
ぞ
ろ

行
く
湖う

な
も面
の
彼
方
花
筏
花
散
ら
し
の
雨
静
か
に
あ
が
る　
　
　
　
　
　

田
代　

春
美

母
の
日
に
手
を
さ
し
の
べ
る
孫
が
あ
り
娘
す
こ
や
か
が
吾
の
喜
び　
　
　

上
妻
千
佐
子

ま
ん
開
の
桜
の
前
に
椅
子
な
ら
べ
写
真
に
う
つ
る
ほ
ほ
え
み
家
族　
　
　

松
岡
み
ち
え

あ
ぢ
さ
ゐ
短
歌
会
　
六
月
例
会

愛
子
氏
の
「
何
が
め
で
た
い
」
読
み
奮
う
老
後
と
な
れ
ば
残
る
は
気
力　

山
口　

信
博

ざ
わ
め
き
は
潮
騒
に
似
て
春
風
に
し
な
り
て
鳴
れ
る
竹
の
一ひ

と
む
れ群　
　
　
　

横
尾　

ト
シ

家
族
湯
の
並
ぶ
立
野
に
ゆ
っ
た
り
と
湯
に
入
り
た
い
と
夫
言
い
お
き
し　

関　

ケ
イ
子

鹿
北
短
歌
会
　
五
月
詠
草

渕
上
修
次
選

峰
つ
た
ふ
山
の
け
む
り
は
た
ゆ
た
ひ
て
新
緑
冴
ゆ
る
改
元
の
朝　
　
　
　

貞
熊
喜
美
子

廃
校
の
桜
の
花
の
咲
き
乱
れ
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
会
話
が
弾
む　
　
　
　

古
川　

恵
子

苗
床
を
終
え
て
一
気
に
種
ま
で
も
食
べ
た
る
初
の
西
瓜
の
甘
さ　
　
　
　

松
永　

康
一

菊
鹿
短
歌
会
　
五
月
詠
草

渕
上
修
次
選

栗
の
芽
の
競
い
合
ふ
ご
と
伸
び
て
お
り
銀
寄
・
丹
沢
若
葉
萌
え
立
つ　
　

片
山　

陽
子

地
に
立
ち
て
誰
か
の
た
め
に
バ
ト
ン
継
ぐ
運
動
会
に
も
生
き
る
こ
と
に
も　

江
崎　
　

愛

椎
の
花
黄
に
華
や
ぎ
て
や
ま
な
み
を
明
る
く
照
ら
す
新
緑
の
中　
　
　
　

富
田　

龍
子

鹿
央
短
歌
会
　
五
月
作
品

サ
ク
ラ
ン
ボ
今
年
こ
そ
孫
に
送
ら
ん
と
鳥
除
け
の
網
張
り
巡
ら
し
ぬ　
　

東　

よ
り
子

春
風
に
舞
い
散
る
桜
の
花
び
ら
が
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
を
さ
っ
と
撫
で
ゆ
く　

江
藤
美
知
子

戦
中
も
戦
後
も
遠
く
な
り
に
け
り
令
和
元
年
燕つ

ば
め

飛
び
交
ふ　
　
　
　
　
　

村
田　

一
幸

三
岳
短
歌
会
　
五
月
例
会

今
日
一
日
晴
天
な
り
て
暖
か
し
洗
濯
物
は
庭
に
て
乾
く　
　
　
　
　
　
　

立
山　

〆
子

山
吹
の
花
鮮
や
か
に
開
き
ゐ
る
母
あ
り
し
日
と
変
は
ら
ぬ
黄
の
い
ろ　
　

中
原　

節
子

耕
作
を
止
め
し
畑
は
い
つ
の
間
に
黄
の
た
ん
ぽ
ぽ
が
咲
く
一
面
に
咲
く　

戸
次　

幸
子
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新着図書ピックアップ
蔵書場所の省略表記
ひだまり図書館　　【ひだまり】　こもれび図書館　　【こもれび】
鹿北公民館図書室　【鹿北】　菊鹿公民館図書室　【菊鹿】
鹿央公民館図書室　【鹿央】

県警捜査一課・秋月春風巡査部長は、
生後 3ヵ月になる息子・蓮くんのため、
男性刑事としては初めての育休に挑戦
中。それでも事件は待ってくれず…。
現代社会の育児を描く、予測不能の本
格ミステリ。

催
し
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

ひだまり図書館
・土曜日のおはなし会　午後２時から
　▷7月6日㈯・13日㈯・20日㈯・27日㈯
・プレママTime（妊婦対象）　午前10時45分から
・おひざにだっこのおはなし会　午前11時から
　▷７月２日㈫・９日㈫・16日㈫・23日㈫・30日㈫

こもれび図書館　
・土曜日のおはなし会　午前11時から
　▷7月6日㈯・13日㈯・20日㈯・27日㈯
・プレママTime（妊婦対象）　午前10時45分から
・おひざにだっこのおはなし会　午前11時から
　▷７月４日㈭・11日㈭・18日㈭・25日㈭

●�夏休みのイベントは、13ページをご覧ください。

休
館
日

ひだまり図書館
７月１日㈪・８日㈪・15日㈷・22日㈪・29日㈪
こもれび図書館
７月３日㈬・10日㈬・17日㈬・24日㈬・31日㈬

問い合わせ先
　★ひだまり図書館　　☎ (46)1310
　★こもれび図書館　　☎ (43)1082
　★鹿北市民センター　☎ (32)3111
　★菊鹿市民センター　☎ (48)3111
　★鹿央市民センター　☎ (36)3111
　★社会教育課　　　　☎ (43)1651

【ひだまり】
【こもれび】

【ひだまり】
【こもれび】

パンツを盗んで通報されたカンガ
ルー！？驚きの実話やドラマのような感
動の話など、個性豊かな生き物たちの
エピソードを収録。「ざんねんないきも
の事典」を監修した動物学者今泉忠明
による笑って泣ける一冊。

『泣けるいきもの物語　ぜんぶホン
ト!生命の一代記』

今泉忠明 / 監修　学研プラス / 出版

『育休刑
デ カ

事　My�father�is�a�
detective』

似鳥鶏 / 著　幻冬舎 / 出版

【ひだまり】
【こもれび】
【鹿北】

サンカクさん、シカクさん、マンマル
さんの 3人は、かくれんぼをして遊ぶ
ことに。ところがサンカクさんが約束
を破ってしまいます。長谷川義史の大
阪弁訳が楽しい「サンカクさん」「シ
カクさん」に続くシリーズ完結編。

『マンマルさん』
ﾏｯｸ･ﾊﾞー ﾈｯﾄ / 文　ｼ ｮ゙ﾝ･ｸﾗｯｾﾝ / 絵

長谷川義史 / 訳　クレヨンハウス / 出版

問人権啓発課　☎ (43)1199人権啓発便り 第９号人輝く
人権尊重の都

ま ち

市 や ま が
「山鹿市人権教育・啓発事業補助金」をご存じですか？

補助の対象とする事業 補助の対象となる経費
⑴  人権教育などに関する講演、研修、交流または人材育成

を行うための催しに参加する事業
ア 交通費、宿泊費および日当
イ 会場、車両などの借り上げ料、駐車料金など
ウ 受講料および参加負担金（食料費を除く）

⑵ 前段の催しを開催、または共催する事業 ア 講師などの謝金、交通費および宿泊費
イ  資料の作成に要する印刷製本費および消耗品の購入費
ウ 切手、はがきなどの購入費
エ 委託料
オ 前段イに掲げる経費

⑶  人権教育などに関する資料を作成、および配布する事業 前段イおよびウに掲げる経費

【補助対象事業および経費】

【補助対象事業および経費】　補助対象経費の２分の１の額（上限額／個人申請：５万円、団体申請：20 万円）
【補助対象者】　次のいずれかに該当する人　①市内に住居を有する人②市内に人権教育などに関する活動の拠点を有　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  する団体③市内に通勤または通学をする人

　山鹿市では同和問題をはじめとする、全ての人権問題の解決と人権が尊重される社会の実現に向け、人権教育・啓
発のさまざまな取り組みを推進しています。
　この補助金は市民の皆さんが人権に関する講演会・研修会、または人材育成を行うための催しに参加されたり、自ら
それらの催しなどを開催されたりする場合に、その経費や事業費の一部を補助するものです。個人はもちろん、グループや
会社などで人権に関する講演会・研修会への参加や、自ら開催されるような計画・予定のある人は、ぜひ、ご活用ください。
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い
つ
の
間
に
か
切
り
替
え
に
…
電
気
の
契
約

切
り
替
え
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
！

【
事
例
】

●  

知
ら
な
い
事
業
者
か
ら
「
今
よ
り
も
電
気
料
金
が

安
く
な
る
か
ら
、
明
細
を
教
え
て
ほ
し
い
」
と
電

話
が
あ
っ
た
。
言
わ
れ
る
ま
ま
検
針
票
に
書
か
れ

た
番
号
な
ど
の
情
報
を
伝
え
る
と
、
後
日
封
書
が

届
い
た
。
数
日
後
に
「
書
類
は
届
い
て
い
る
か
」

と
電
話
が
あ
り
、
そ
こ
で
初
め
て
封
書
は
電
気
契

約
の
切
り
替
え
手
続
き
の
書
類
で
あ
っ
た
こ
と
、

最
初
の
電
話
が
契
約
の
申
し
込
み
に
な
っ
て
い
た

こ
と
が
分
か
っ
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

●  

電
力
の
小
売
全
面
自
由
化
以
降
、
電
話
勧
誘
に
よ

る
電
力
切
り
替
え
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
電
力
会
社
な
ど
か
ら
電
話

を
受
け
た
際
は
、
事
業
者
名
や
内
容
を
よ
く
確
認

し
、
必
要
な
け
れ
ば
き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

●  

切
り
替
え
に
必
要
な
情
報
は
、
現
在
契
約
し
て
い

る
会
社
が
発
行
す
る
検
針
票
に
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
検
針
票
の
情
報
を
伝
え
る
と
、
勝
手
に
別
の

会
社
へ
切
り
替
え
手
続
き
を
さ
れ
て
い
た
、
と
い

う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
安
易
に
検
針
票
の
記
載

情
報
は
伝
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※  

不
安
を
感
じ
た
と
き
や
困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
山
鹿
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
商
工
観
光
課
内
）

☎（
43
）０
１
８
８

　
熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
８
３
）０
９
９
９
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バ
ン
ビ
通
信
　

問
消
防
本
部
予
防
課　
☎（
43
）９
１
１
９

令
和
元
年
度
　
甲
種
防
火
管
理

新
規
講
習
の
ご
案
内

問環境課��☎(43)7211

環境だより環境だより

　

４
月
か
ら
、
剪
定
し
た
枝
・
木
材
な
ど
の
ご
み
出
し
ル
ー
ル
が
変
更

に
な
っ
て
い
ま
す
。
地
区
の
収
集
所
に
出
す
と
き
は
、直
径
８
センチ
以
下
、

長
さ
50
センチ
以
下
に
切
っ
て
、
山
鹿
市
指
定
の
燃
や
す
ご
み
袋
に
完
全
に

入
れ
、
口
を
結
ん
だ
状
態
で
出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し「
細
か
く
切
る
の
は
大
変
」「
収
集
所
に
出
す
に
は
量
が
多
い
」

と
い
う
場
合
、
山
鹿
市
環
境
セ
ン
タ
ー
（
石
４
１
６
）
へ
自
己
搬
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
搬
入
す
る
と
き
は
、
次
の
こ

と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
土
は
落
と
し
て
く
だ
さ
い
。

②�

直
径
10
㌢
以
下
、
長
さ
１・５
㍍
以
下
に
切
っ
て
、
ひ
も
で
結
ん
で

出
し
て
く
だ
さ
い
（
長
さ
50
㌢
以
下
ま
で
切
っ
て
あ
る
場
合
、
ひ
も

で
結
ぶ
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

③�

必
ず
環
境
セ
ン
タ
ー
（（
41
）8
6
6
8
）
へ
事
前
に
お
電
話
く
だ

さ
い
（
平
日
午
後
３
ま
で
）。

※�

搬
入
車
両
は
２
トン
ト
ラ
ッ
ク（
全
長
４
・
７
㍍
×
全
幅
１
・
７
㍍
程
度
）

ま
で
。

※�

原
則
１
日
１
回
の
搬
入
で
す
。
ご
み
の
重
さ
10
㌕
に
つ
き
１
５
０
円

の
手
数
料
が
掛
か
り
ま
す
。
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
、
搬
入

を
お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※�

詳
し
い
搬
入
方
法
に
つ
い
て
は
、
環
境
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
山
鹿
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
剪
定
し
た
枝
・
木
材
な
ど
を

　
自
己
搬
入
す
る
と
き
の
出
し
方

　

山
鹿
市
消
防
本
部
で
は
、
防
火

管
理
者
の
資
格
取
得
の
た
め
の
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

防
火
管
理
者
と
は
、
多
数
の
人

が
利
用
す
る
建
物
な
ど
の
「
火
災

に
よ
る
被
害
」を
防
止
す
る
た
め
、

防
火
管
理
に
係
る
消
防
計
画
を
作

成
し
、
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務

（
防
火
管
理
業
務
）
を
計
画
的
に

行
う
責
任
者
を
い
い
ま
す
。

日
時　
７
月
25
日
㈭
・
26
日
㈮　

　
　
　
（
２
日
間
）

会
場　

�

山
鹿
市
消
防
本
部　

２
階

多
目
的
ホ
ー
ル

定
員　
70
人

受
講
料　
無
料

テ
キ
ス
ト
代　
３
８
０
０
円
（
税

　

込
み
）
テ
キ
ス
ト
は
東
京
法
令

出
版
株
式
会
社
を
使
用
。
領
収
書

は
出
版
元
が
発
行
し
ま
す
。

持
参
品　
筆
記
用
具
、
昼
食
、
運

　

動
の
で
き
る
服
装

受
付
期
間　
６
月
28
日
㈮
〜
７
月

　

12
日
㈮
（
定
員
に
な
り
次
第
締

　

め
切
り
）

申
込
先　
消
防
本
部
予
防
課

問
い
合
わ
せ　

　
☎（
43
）９
１
１
９

　

　（
43
）５
１
０
０

※�

申
込
用
紙
は
山
鹿
市
消
防
本
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
資
格
試
験

／
講
習
案
内
」
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

FAX

環境センターキャラクター「やまタン」
デザイン : 飛

とびまつ

松良
りょうすけ

輔氏

ルールを守って、正しく
ゴミ出ししましょう！
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小中学校・高校の子どもたちの話題を紹介するページです

山鹿子育て支援センター　☎ (43)1270　 おさか童夢（水・土曜のみ開所）☎(43)1155　 病後児保育室　☎ (43)1281
鹿北子育て支援センター　☎ (32)3194　 第一児童館　　　　　　　 ☎(43)1128　 ファミリー・サポートセンター
菊鹿子育て支援センター　☎ (48)4660　 中央児童センター　　　　 ☎(44)0057　 　　　　　　 ☎ (44)8800
鹿本子育て支援センター　☎ (46)6029　 児童センター　　　　　　 ☎(46)4441
鹿央子育て支援センター　☎ (36)2150　 鹿本児童館　　　　　　　 ☎(46)4455

城北高等学校
建学の精神　人間をつくる

「本を語る学校」
　創立52周年目の城北高校は、建学の精神「人間をつくる」
を土台に「自らの夢や目標を達成する自分づくり」を進めて
います。その取り組みをご紹介します。
◦�すみれ文庫
　すみれ文庫とは今年度完成
した新しい図書館です。床暖
房も完備しています。さまざまな
本がそろい、自分づくりの「宝」
が詰まった場所です。そこで生
徒たちは本に出合い、本を読
みます。さらに、本を読んで読
解力を深めるだけでなく、本について語り合うことで思考力
や自分の言葉で語る力、表現力も磨きます。
◦�ビブリオバトル
　ビブリオバトルとは新しいス
タイルの書評合戦のことです。
生徒たちは、すみれ文庫で出
合い読んだ本について、おす
すめの点を１人５分の持ち時間
で全校生徒に向け書評します。
そして「一番読みたくなった本」

（チャンプ本）を決定します。生徒たちにとって本を読み、インプッ
トしたことを相手に分かりやすくアウトプットすることが今後の人
生で自らを輝かせる力となります。
◦ �T�E�Dスタイルプレゼンテーション
　TEDとは ideas�worth�spreading（広める価値のあるアイ
ディア）をスローガンにプレゼンテーション（発表）の技術を
教授し、実際にプレゼ
ンテーションを行う団
体です。昨年度は、１
つのテーマを全校生徒
で共有し、そのテーマ
についてクラスで語り合うグループディスカッションを実施。また、
７人の生徒が実際TEDスタイルのプレゼンテーションの技術
を学び、11月には「城北プレゼンフェスタby�TEDスタイル」
を開催。７人のスピーカーたちは素晴らしいプレゼンテーション
を披露しました。
　城北高校は「魅力ある教育の実践」として豊かな感性や
創造性、コミュニケーション能力を育み、さらに自己表現力や
プレゼンテーション力を身に付ける「真の学力」を目指します。

◦城北高等学校データ◦　竹原英治校長　生徒数 712 人

　熱中症は、真夏の炎天下だけではなく、
梅雨の時季や屋内、夜間でも発生してい
ます。特に乳幼児は体温調節機能が未熟
なため、脱水症状を起こしやすく、熱中
症のリスクも高くなります。

※ 乳幼児に起こりやすい熱中症を予防するには、日頃か
らの水分補給や環境を整える事が大切です。

◦小まめな水分・塩分の補給をする。
◦唇の渇きや、おしっこの量・回数に気を配る。
◦ 気温と湿度に合わせて衣類を調整する。
◦ 車内や屋内では適切なクーラーの使用を心掛ける。
また、生活の中でも、バランスの良
い食事や質の良い睡眠を心掛け、熱
中症の予防に努めましょう。

日時：７月27日㈯　午前10時
場所：つどいの広場「おさか童夢」
　　　（山鹿市小坂2238）
※�問い合わせ・申し込み
　鹿央子育て支援センター　☎ (36)2150
　詳しくは、各支援センター通信をご覧ください。

おさかの森のおさんぽ会
〜自然の中で、思いっきり遊んで楽しんでみませんか〜

・ 石をひっくり返したときにカニを発見できたことに大興奮
でした。虫取り網を初めて手にしましたが、お兄ちゃん、
お姉ちゃんのまねをして必死に捕ろうとしていた姿に感動
しました。

・ 河原の石ころ遊び。落ちていた葉っぱを拾って遊んでいま
した。

・ 川の中でカニや魚を見つけて盛り上がりました。捕まえる
のが難しくて、必死に追いかけていました。とてもいい体
験ができました。

など、親子で楽しい体験ができた感想を頂きました。

◎おさんぽ会に参加して…

気を付けたい子どもの熱中症！

予防のためのチェックポイント

すみれ文庫で本を語る生徒たち プレゼンをした７人の生徒

全校生徒に向けて書評する生徒
◦�ここ（城北）でしか学べない地域活性化プロジェクト始動！



25　2019.7　広報やまが

わ わく く ネ トッ 山鹿市内の子育て支援センター・保育園・幼稚園

ビュンって はやいボール投げたよ！
山鹿幼稚園�☎ (43)1154

　平小城保育園では、毎朝うんどう遊びの時間がありま
す。昨年から以上児クラスは、異年齢交流にも力を入れ
始め、朝のうんどう遊びの時
間も異年齢で行っています。
　子どもたちは、始まりの音
楽が流れると自然と「◯◯く
ん、どこおる？並ぶよ」「一緒
に並ぼう」と年上のお友達が
ペアのお友達の手を優しく取り、異年齢ペアで集まりま
す。そして一緒に体操を元気にした後は、サーキットタ
イム！雲

うんてい

梯や鉄棒、横転、平均台などいろんな動きを取
り入れた運動を３・４・５歳児みんなで行っています。
今年度から加わった３歳児の
お友達は、間近で４・５歳の
お兄さん、お姉さんのかっこ
いい姿を見て「すごいね」「ぼ
くもやってみる」と言ってま
ねをしながら頑張っています。
　子どもたちの「〇〇君すごい」「かっこいい」「やって
みたい」「５歳になったらできるかも」という憧れの気持
ちを大切にし、やる気へとつなげていきたいと思います。

　山鹿幼稚園にオムロンハンド
ボールチームの選手が、遊びに
来てくれました。本格的なハンド
ボールを見せてもらったり、一緒
に鬼ごっこやリレーをしたりして遊
び、楽しんだようで、選手のコー
トネームを覚えて帰ってきて「今日、ハンドボールの選手が
来てね、ビュンって、はやいボール投げたよ！」と目を輝か
せて話してくれました。その後も園庭で、よくハンドボールを
する姿も見られるようになり、とても良い経験になりました。
　また「大きくなったら、ハンドボールの
選手になる」と将来の夢を抱いた子もい
て、オムロンの大ファンになったようです。
「試合を応援に行きたい」と、とても張
り切っています。そしてことしは世界選
手権も山鹿であるので、親の私も楽し
みにしています。
　最近では、投げる力が弱くなっている
ようですが、オムロンの選手の力をお借りして、パワーアップ
してほしいと思います。
　ことしもまた、選手の皆さんが来てくれるのを、とても楽し
みにしている子どもたちです。

山鹿幼稚園保護者

お兄ちゃんすごい！〜憧れが伝統に〜
平小城保育園�☎ (43)6084

夢に向かい、自らを磨き、輝く子どもの育成鹿北小学校

　開校７年目を迎えた鹿北小学校。今年度は「夢に向
かい、自らを磨き、輝く子どもの育成」を教育目標に、
次のような子どもたちが育つよう、職員一丸となって
日々の教育活動に取り組んでいます。
　◦夢に向かい、努力する子ども
　◦助け合い、思いやりのある心豊かな子ども
　◦自ら学び、よく考え、表現する子ども
　◦粘り強く、心も体もたくましい子ども
　この４つの子ども像を具現化したのが、鹿北小・中
学校大運動会でした。初めての合同開催だったため、
子どもたちも不安が多かったようです。
　そのような中「小学校
生活最後の運動会で燃
え尽きたい」と願う６年
生を中心に、プログラ
ム案に要望を出したり、
大会テーマを集約・決
定したりして、自ら主体
的に関わり、よりよい運

動会となるよう考えまし
た。また、学年を超えて
励まし合い、助け合いな
がら毎日の練習に取り組
んでいきました。連日の
暑さも加わり、厳しい練
習となりましたが、それ
に耐え抜き頑張り通した
ことで、粘り強くたくま
しい子どもたちへと成長
してくれたようです。
　特筆すべきことは、鹿
北中学校の生徒の皆さ
んと一致団結してこの行
事をやり遂げたことです。後輩をいたわる優しさや、
取り組む姿勢・態度、体力の限界を振り絞って競技に
挑む姿に触れ、自分たちもあのような中学生になりた
いとの思いを強くしたようです。夢に向かい努力する
ことの大切さを学んだ大運動会となりました。

◦鹿北小学校データ◦　工孝幸校長　児童数 117人

ボールキャッチできるかな？

貨物列車　シュシュシュ

サーキット中

わぁ～すごい！

１・２年生　ダンス

３・４年生　ソーラン節

選手宣誓



このページは、健康に関する情報を集めています。問い合わせは、山鹿健康福祉センター内　健康増進課　☎ (43)0050

健康カレンダー ◦�乳幼児健診の対象のお子さんには個別通知を出しています。届いていない場合は健康
増進課へご連絡ください。

◦�母子健康手帳交付時に持ってくるもの
・�印かん・妊娠届出書（予定日が分かるもの）・次の①、②いずれか（①妊婦本人のマ
イナンバーカード②妊婦本人の通知カードと運転免許証などの本人確認書類）・過去
の妊娠、出産の経過が分かるもの（母子健康手帳）※ぜひ、ご夫婦でお越しください。

場所の省略表記�…【山健福】山鹿健康福祉センター　�【ひだまり】鹿本健康福祉センター（ひだまり）
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７月

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６

１歳６カ月児健診
29 年 11 月生
山鹿(大道・三玉小学校区を
除く)・鹿北・鹿央
13:15 ～ 13:45 受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 ～ 11:00 受付

【山健福】

７ ８ ９ 10 11 12 13
３〜４カ月児健診
31 年３月生
三玉小学校区・菊鹿・鹿本
13:30 ～ 13:45 受付

【ひだまり】
７〜８カ月児健診
30 年 11 月生
三玉小学校区・菊鹿・鹿本
13:15 ～ 13:30 受付

【ひだまり】

母子健康手帳交付
9:30 ～ 11:00 受付

【山健福】

14 15 16 17 18 19 20
海の日 ３〜４カ月児健診

31 年３月生
山鹿（三玉小学校区を除
く）・鹿北・鹿央
13:15 ～ 13:45 受付

【山健福】

すくすく学級
30 年８月生
全地区
10:00 ～ 10:15 受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 ～ 11:00 受付

【山健福】
３歳児健診
28 年３月生
山鹿（大道・三玉小学校
区を除く）鹿北・鹿央
13:15 ～ 13:45 受付

【山健福】
21 22 23 24 25 26 27

７〜８カ月児健診
30 年 11 月生
山鹿（三玉小学校区を除
く）・鹿北・鹿央
13:15 ～ 13:45 受付

【山健福】

１歳６カ月児健診
29 年 11 月生
大道・三玉小学校区・菊
鹿・鹿本
13:15 ～ 13:45 受付

【ひだまり】

３歳児健診
28 年３月生
大道・三玉小学校区・菊
鹿・鹿本
13:15 ～ 13:45 受付

【ひだまり】

母子健康手帳交付
9:30 ～ 11:00 受付

【山健福】

28 29 30 31

　母子保健推進員とは、安心して妊娠・出産・育児ができるよう、市が行う
各種サービスを妊婦や赤ちゃんをもつお母さんに紹介するなど、行政とのパ
イプ役として、また身近な相談者としての役割を担うボランティアの人たち
です。山鹿市では、現在 21 人の母子保健推進員が乳幼児健診でのお母さん
たちのお手伝いや、
赤ちゃんの家庭訪
問など、母子保健に
関わるさまざまな
場面で活躍してい
ます。母子健康手帳
交付時に、母子保健
推進員を紹介して
います。

７月は「愛の血液助け合い運動」
の期間です！

　県では７月を「愛の血液助け合い運動」
期間として、広く県民の皆さんに献血の呼
び掛けを行っています。
　夏場は長期の休みや暑さにより、献血者
が減少することが心配されています。特に
若い人で、献血をしたことがない人は、ぜ
ひこの機会にご協力をお願いします。

・400ml 献血、成分献血にご協力ください。
・みんなで、献血の輪を広げましょう！

山鹿市の母子保健推進員です！

　一人で悩まないで、
　　　　遠慮なく相談してくださいね！
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元気の
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山鹿市民
医療センター通信

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

☎（
44
）２
１
８
５

い
つ
ま
で
も
自
分
の
足
で
歩
く
た
め
に

整形外科医長
　　松原　秀

しゅう

太
た

の
主
目
的
は
超
高
齢
社
会
に
お
け
る

運
動
器
疾
患
の
予
防
と
治
療
の
重
要

性
を
た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て
も
ら

い
、
そ
の
対
策
を
広
め
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
国
の
健
康
施
策
「
健
康
21

（
第
２
次
）」
国
民
運
動
（
２
０
１
３

〜
２
０
２
２
年
）
に
取
り
入
れ
ら
れ

ロ
コ
モ
の
認
知
向
上
が
数
値
目
標
の

一
つ
と
も
な
り
ま
し
た
が
、
実
際
に

は
う
ま
く
認
知
さ
れ
て
い
な
い
の
が

現
状
で
す
。

　

ロ
コ
モ
に
対
す
る
治
療
に
つ
い

て
、
適
度
な
運
動
と
適
切
な
食
生
活

を
心
掛
け
る
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
普
段
意
識
す
る
こ
と
は
大
変
難

し
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機

会
に
ロ
コ
モ
に
つ
い
て
知
り
、
今
一

度
自
分
の
体
と
向
き
合
っ
て
み
る
の

も
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

高
齢
化
が
進
む
中
、
大だ

い

腿た
い

骨こ
つ

近き
ん

位い

部ぶ

骨
折
は
増
加
傾
向
に
あ

り
、
１
９
８
７
年
で
５
万
３
千
人
、

２
０
１
２
年
で
は
、
17
万
６
千
人
と

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
院
に
お
い

て
も
大
腿
骨
近
位
部
骨
折
に
対
し

て
２
０
１
４
年
は
年
間
１
３
４
件
、

２
０
１
８
年
で
は
年
間
１
４
６
件
の

手
術
を
施
行
し
て
お
り
、
徐
々
に
件

数
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
大

腿
骨
近
位
部
骨
折
は
歩
行
障
害
を
招

く
だ
け
で
は
な
く
、
健
康
寿
命
を
大

き
く
短
縮
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
り
、
さ

ら
に
は
生
命
予
後
に
ま
で
影
響
を
及

ぼ
す
と
さ
れ
る
骨
折
で
す
。
主
に
転

倒
に
よ
り
発
症
し
ま
す
が
、
そ
の
原

因
と
し
て
高
齢
や
認
知
機
能
に
加
え

て
運
動
器
の
障
が
い
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
運
動
器
全
般
の
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
く

化
を
対
象

と
す
る
も
の
と
し
て
日
本
整
形
外
科

学
会
が
２
０
０
７
年
に
提
唱
し
て
い

る
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
略
称
：
ロ
コ
モ
、
和
名
：
運
動
器
症

候
群
）
が
あ
り
ま
す
。
ロ
コ
モ
提
唱

開催日 受　付 開始時間 場　所

７月30日㈫
午前９時45分 午前 10時

鹿央市民センター午後１時15分 午後１時半

７月31日㈬ 午前９時45分 午前 10時

　７月から９月にかけて、特定健診・後期高齢者健診の結
果説明会を行います。健診結果から自分の体の状態を知る
大事な機会です。
　特定健診の結果表は、集団健診を受診する人には説明会
時に配布します。個別医療機関で受診した人は、医療機関
で受け取った結果表をお持ちください。
※ 特定健診と各種がん検診を同日に受診した人には、各種

がん検診の結果表もお渡しします。
※ 後期高齢者健診と各種がん検診を同日に受診した人、ま

たはどちらか片方のみ受診した人の結果表は、直接自宅
へ郵送されます。後期高齢者健診を集団で受けた人は、
自宅に届いた結果表をご持参の上、参加してください。

特定健診・後期高齢者健診の結果説明会

７月の結果説明会日程表
歯周疾患検診

　10 月 31 日㈭まで、歯周疾患検診を市内の医療機関で個
別に実施します。２月の各種健診希望調査で申し込みをし
た人へ事前に問診票を郵送します。申し込みをしていない
人で検診を希望する人は、健康増進課へご連絡ください。
◦�対象者　40・45・50・55・60・65・70 歳の人
　（令和２年３月 31 日㈫現在）
◦�検診料金　1,300 円
　※次の①②に当てはまる人は、検診料金が無料です。
　① 市民税非課税世帯：市民課または各市民センターで「平

成 31 年度市県民税課税台帳記載事項証明書」（有料）
を取り、検診当日医療機関へ提示してください。

　② 生活保護世帯：福祉課で証明を取り、検診当日医療機
関へ提出してください。

◦�検診内容　歯と歯周組織（歯を支える周囲組織、歯肉など）
の口

こ う く う

腔内の検査

　非課税世帯の人で定期予防接種（高齢者用肺炎球菌・高
齢者のインフルエンザ）、各種検診を受ける場合、非課税世
帯証明書の原本を提示すると自己負担が免除になります。
　市民課または各市民センターで「平成 31 年度市県民税課
税台帳記載事項証明書」（有料）を取り、医療機関・集団検
診会場の受け付けで提示してください。確認を受けた後は、
次回検診や定期予防接種で活用できますので、大切に保管
しておいてください。
※ ６月以降に交付を受けた証明書は、令和２年５月 31 日㈰

まで使用できます。

定期予防接種、各種検診の
非課税世帯証明書について（自己負担免除）

　本市では骨髄移植手術などにより、定期予防接種で受け
たワクチンの予防効果が期待できないと医師に判断され、
任意で予防接種を再接種する人に対して、経済的な負担の
軽減および感染症予防を目的として、再接種費用を助成し
ます。
　対象者の要件などがあります。また、事前に手続きが必
要ですので、健康増進課までご相談ください。
・問い合わせ先：健康増進課（山鹿健康福祉センター内）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎ 43（0050）

山鹿市任意予防接種費用特別助成金支給
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５ 問市民課　☎ (43)1169およろこび・うぶごえ・おくやみ

※５月中の届出のうち、本庁・市民センターで受け付けた掲載希望者分を掲載しています。

およろこび

山　鹿
　山　鹿　戸浦　大和さん♥堤　　真愛さん
　　　　　松永　全敬さん♥松本紗也香さん
　　　　　立花　雅史さん♥杉野百合子さん
　　　　　田中悠規典さん♥松尾　紋佳さん
　　　　　竹本　有希さん♥原田衣麻里さん
　　　　　南　　健祥さん♥手嶋　彩香さん
　八　幡　中山　翔太さん♥守屋　佳奈さん
　　　　　高松　奏真さん♥松下あさみさん
　　　　　平尾　隆昌さん♥冨田　早紀さん
　平小城　早田　健一さん♥伊東山いつみさん
　　　　　髙木　慎介さん♥金子　恵子さん
　三　岳　松島　龍説さん♥高木　あやさん
　三　玉　橋本　幸博さん♥伊豆永牧子さん
　大　道　重松　善人さん♥上藤　節子さん
　　　　　佐藤　祐一さん♥光永　　愛さん
　　　　　井上　太佑さん♥小島　加誉さん

鹿　北
　岳　間　日並　　努さん♥田中ゆみ子さん
　広　見　中島　大樹さん♥下田　怜奈さん
　　　　　中原　　誠さん♥中　喜代美さん
　　　　　酒井　由栄さん♥園田　瑞紀さん
　　　　　松延　裕樹さん♥南　　綾奈さん
菊　鹿
　内　田　今村　　力さん♥三池　祐美さん
　　　　　小水流　竣さん♥渕上　記世さん
　六　郷　川上　誠史さん♥野口　春奈さん
鹿　本
　来　民　林　　拓臣さん♥川野　綾子さん
　　　　　古田　憲治さん♥大木　梨加さん
　中　富　宮本　勝美さん♥大石紗奈栄さん
鹿　央
　千　田　小田　恭平さん♥生田　　茜さん
　山　内　江藤　拓弥さん♥土田　成美さん
　　　　　原田　紘幹さん♥松川　聡美さん

う ぶ ご え
山　鹿

　山　鹿　久保田こゆきさん　平野千
ち さ こ

紗子さん
　　　　　地上　　佑

ゆ う

さん　李　　梓
ず し

郗さん
　　　　　阪梨　景

け い す け

祐さん
　米　田　横手　湊

み な と

叶さん　
　八　幡　安武　胡

く る み

桃さん
　三　玉　脇　　暖

は る と

和さん
　大　道　柏山　芽

め い

依さん　藤本真
ま な と

那斗さん
　　　　　大島　凛

り お

音さん

鹿　北

　岩　野　桑原　寛
か ん げ ん

弦さん
菊　鹿

　城　北　鶴田　奈
な つ き

月さん
鹿　本

　来　民　宮﨑　遥
は る と

士さん　石川　諒
り ょ う ま

馬さん
　　　　　石畠　琉

る な

菜さん　藤野　芽
め い

依さん
鹿　央

　千　田　中嶋　凱
か い り

理さん　守川那
な ち と

智斗さん
　山　内　平川　陽

ひ な た

向さん

山　鹿
　山　鹿　牧野　嘉夫さん (79)　井上　虎六さん (89)
　　　　　松永　春男さん (87)　林　　貴晃さん (40)
　　　　　伊藤　富晴さん (68)　
　米　田　大森　忠喜さん (89)
　八　幡　平尾リツ子さん (99)　竹下　桂子さん (91)
　三　岳　阪梨　公威さん (79)
　三　玉　永尾　富美さん (57)　木庭榮次郎さん (70)
　　　　　松尾　紀子さん (82)　渕上　三郎さん (82)
　大　道　吉川　典子さん (82)　中原　克巳さん (54)
鹿　北
　岳　間　松本　英一さん (69)
　岩　野　田島　昭二さん (91)　田中コトヱさん (94)
　　　　　垣田ハル子さん (100)
　広　見　藤田　紀一さん (78)

お く や み 菊　鹿
　内　田　吉里　大典さん (90)　小川　久之さん (95)
　　　　　藤原　千里さん (79)
　六　郷　岡山　又男さん (93)　岡　ミヨコさん (81)
　　　　　石川キミヨさん (87)
　城　北　平井フミエさん (89)　井手上秀子さん (93)
　　　　　山口　義治さん (83)
鹿　本
　来　民　太田　チヨさん (92)　木村モミエさん (95)
　　　　　林　　幹雄さん (87)　星山　清子さん (100)
　　　　　西村サツキさん (95)
　稲　田　出口　親喜さん (71)
　中　富　赤星　忠之さん (85)　長島　利輔さん (88)
鹿　央
　米野岳　立山　京子さん (90)　春田志保子さん (81)
　　　　　多田隈和子さん (78)　原田　幾代さん (93)
　　　　　井出　昭代さん (90)
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日
本
有
数
の
米
ど
こ
ろ

イ
ベ
ン
ト
情
報

　　　　　　菊池川流域の稲作（干拓地）

Ａ
」の
ラ
ン
ク
を
設
置
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
、
菊
池
川
流
域
を
含

む
熊
本
県
城
北
（
県
北
）
地
区
産

ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
は
平
成
20
年
度
か
ら

11
年
連
続
で
「
特
Ａ
」の
評
価
を

獲
得
し
て
い
ま
す
。
日
本
有
数
の

米
ど
こ
ろ
と
し
て
歴
史
を
積
み
重

ね
て
き
た
菊
池
川
流
域
は
、
今
で

も
全
国
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
お

い
し
い
米
の
生
産
地
で
す
。

　

二
千
年
に
わ
た
る
米
作
り
文
化

は
、
日
本
の
社
会
・
文
化
そ
の
も

の
を
形
成
し
、
現
在
ま
で
継
承
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
菊
池
川
流
域
は
、

そ
の
歴
史
が
凝
縮
さ
れ
、
体
感
で

き
る
地
域
で
す
。
こ
の
地
に
残
る

米
文
化
と
歴
史
が
末
永
く
受
け
継

が
れ
、
発
展
す
る
こ
と
を
願
っ
て

や
み
ま
せ
ん
。

　

平
成
29
年
９
月
か
ら
23
回
に
わ

た
り
、
菊
池
川
流
域
の
市
町
が
リ

レ
ー
形
式
で
連
載
し
た
シ
リ
ー
ズ

日
本
遺
産
は
今
回
が
最
終
回
で
す
。

ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。　
（
担
当
：
玉
名
市
文
化
課
）

品
質
を
誇
っ
た
肥
後
米
は
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
評
価
で
、
菊
池
川
流
域

産
の
米
は
「
高
瀬
口
と
申
す
は

一
番
」と
言
わ
れ
る
ま
で
に
な
り
、

全
国
の
米
相
場
を
左
右
し
ま
し
た
。

　

明
治
時
代
に
な
り
、
地
租
改
正

で
米
か
ら
現
金
を
納
め
る
税
制
に

変
わ
っ
て
も
、
米
作
り
は
続
け
ら

れ
ま
し
た
。
近
代
化
の
中
で
人
口

増
も
進
み
、
日
本
全
体
で
米
作
り

が
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
っ
て
い
き

ま
す
。

受
け
継
が
れ
る
米
文
化
の
歴
史

　
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
期
ご
ろ

か
ら
は
、
食
の
欧
米
化
に
よ
り
国

内
の
米
の
消
費
量
が
低
下
し
、
生

産
量
の
調
整
が
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
、
よ
り
一
層
米
の
お

い
し
さ
が
追
及
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
昭
和
40
年
代
に
は
良
質

な
米
作
り
の
推
進
と
米
の
消
費
拡

大
を
目
指
し
て
、
日
本
穀
物
検
定

協
会
が
食
味
試
験
を
開
催
す
る
よ

う
に
な
り
、平
成
元
年
度
に
は「
特

大
坂
堂ど

う

島じ
ま

の
米
相
場
を
左
右

　
江
戸
時
代
に
貨
幣
経
済
が

発
展
し
て
い
く
中
で
、
享
保
15

（
１
７
３
９
）
年
に
は
大
坂
に
堂

島
米こ

め

会か
い
し
ょ所
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
全
国
各
地
か
ら
年
貢
米

が
集
ま
り
、
米
切
手
を
売
買
す
る

こ
と
で
、
米
を
お
金
に
換
え
る
シ

ス
テ
ム
も
誕
生
し
て
い
ま
す
。
堂

島
で
は
、
選
ば
れ
た
産
地
の
銘
柄

米
を
基
準
と
し
て
米
取
引
が
行
わ

れ
ま
し
た
。「
立た

て
も
の物
米ま

い

」と
呼
ば

れ
る
こ
の
基
準
米
は
、
品
質
は
も

ち
ろ
ん
、
安
定
し
た
供
給
量
な
ど

を
選
考
基
準
と
し
、
売
買
人
の
投

票
で
選
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
主

に
選
ば
れ
た
の
は
、
肥
後
、
加
賀
、

筑
前
、
中
国
（
山
口
）、
広
島
産

の
米
で
、
こ
れ
ら
産
地
は
競
う
よ

う
に
し
て
品
質
向
上
と
安
定
し
た

生
産
に
励
み
ま
し
た
。
そ
の
中
で

も
、
徹
底
し
た
検
査
や
管
理
で
高

■ 

大お
お

野の

下し
も

雨あ
ま

乞ご

い
奴や

っ
こ

踊お
ど

り

　
玉
名
市
岱
明
町
大
野
下
で

古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
雨

乞
い
神
事
で
、奴や

っ
こ

姿す
が
た

の
数
十
人

が
天
を
突
き
、地
を
踏
み
固
め

て
奉
納
し
ま
す
。

と
き　

 

７
月
28
日
㈰

と
こ
ろ　
大
野
下
八
幡
宮

問
玉
名
市
文
化
課

☎
０
９
６
８（
75
）１
１
３
６

■�

住す
み

吉よ
し

日ひ

吉よ
し

神じ
ん

社じ
ゃ

川か
わ

祭ま
つ

り・

雨あ
ま

乞ご
い

太だ
い

鼓こ

　

午
前
中
に
川
の
平
穏
を
願

う「
川
祭
り
」を
、午
後
か
ら

は
降
雨
を
願
う「
雨
乞
太
鼓
」

を
奉
納
し
、1
年
間
の
豊
作
を

祈
願
し
ま
す
。雨
や
川
な
ど
の

自
然
と
向
き
合
い
な
が
ら
営

ま
れ
て
き
た
民
俗
行
事
で
す
。

と
き　

 

７
月
21
日
㈰

と
こ
ろ　
住
吉
日
吉
神
社

問
菊
池
市
生
涯
学
習
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
３
２

問い合わせ先
社会教育課
☎（43）1651

菊池川 日本遺産 検索

㉓

菊池川流域産の米
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今
月
の
納
税
・
保
険
料

◦ 
固
定
資
産
税
（
第
２
期
）

◦ 
国
民
健
康
保
険
税
（
第
２
期
）

◦ 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
第
１
期
）

◦ 

納
期
限　
７
月
31
日
㈬

夜
間
・
休
日
収
納
窓
口

◦  

夜
間
（
平
日
）　
７
月
29
日
㈪
〜
31
日
㈬

　

午
後
５
時
半
〜
午
後
７
時

◦ 

休
日
（
日
曜
）　
７
月
28
日
㈰

　

午
前
８
時
半
〜
正
午

◦
場
所
　
市
役
所
１
階
税
務
課�

⑥
番
窓
口

※ 

納
税
は
便
利
な
「
口
座
振
替
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
山
鹿
市
内
の
各
金

融
機
関
に
も
備
え
て
あ
り
ま
す
。
す
で
に

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
人
は
、
口
座
の
残

高
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
に
限
り
、
納
期

限
ま
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

納
付
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
納
付
書
の
裏

面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
収
納
係　
　
　

☎（
43
）１
１
４
４

入札結果の報告（５月分）

※落札価格 500 万円以上の工事を掲載（落札額は消費税を含む）

問防災監理課　☎（43）1113

入札日 工事名 工事場所 落札業者 落札額（円）

５/14 山鹿市総合体育
館便器改修工事 熊入町地内 ㈲岩野石油 22,788,000

５/28 久原名塚線舗装
工事 久原地内 ㈲山榮開発 6,825,600

　

２
０
２
０
年
版
市
民
手
帳
の
購
入
申
し
込

み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
購
入
を
希
望
す

る
人
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
購
入
は
完
全
予
約
制
で
す
。

◦�

申
し
込
み
方
法　
各
行
政
区
で
回
覧
さ
れ

る
「
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
す
る

か
、
直
接
市
役
所
総
務
課
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◦
申
込
期
限　
７
月
25
日
㈭

◦�

価
格　
５
５
０
円
（
消
費
税
込
み
）

※
価
格
お
よ
び
サ
イ
ズ
が
改
訂
さ
れ
ま
し
た
。

◦
お
渡
し
時
期　
11
月
（
予
定
）

問
総
務
課　
　
　
　
　
　

☎（
43
）１
１
１
７

　

人
権
課
題
に
つ
い
て
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で

き
、
私
た
ち
一
人
一
人
の
人
権
意
識
の
向
上

を
図
り
ま
す
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦�

日
程
・
講
演
内
容

◦
時
間　
午
後
２
時
15
分
〜
３
時
15
分

◦�

会
場　
熊
本
県
人
権
セ
ン
タ
ー
（
県
庁
新

館
２
階
）

※�

詳
細
は
熊
本
県
人
権
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
熊
本
県
人
権
同
和
政
策
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
９
９

軽
減
税
率
対
応
レ
ジ
補
助

　
お
使
い
の
レ
ジ
は
消
費
税
軽
減
税
率
対
応
レ

ジ
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。
10
月
か
ら
の
消
費
税

率
引
き
上
げ
に
伴
い
、
軽
減
税
率
対
象
商
品

　

５
月
１
日
に
元
号
が「
平
成
」か
ら「
令
和
」

に
改
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
同
日
以
後
に
本
市

が
作
成
す
る
文
書
（
納
税
通
知
書
、
納
付
書
、

証
明
書
な
ど
）
の
年
表
記
が
「
平
成
」
に

な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
以

前
に
作
成
し
た
文
書
に
５
月
１
日
以
降
の
日

を
「
平
成
」
で
表
記
し
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
い
ず
れ
の
場
合
も
「
平
成
」
と
表
記

さ
れ
た
文
書
の
法
律
上
の
効
果
は
変
わ
ら
ず
、

２
０
２
０
年
版
市
民
手
帳
販
売

熊
本
県
人
権
セ
ン
タ
ー

「
人
権
啓
発
ミ
ニ
講
座
」

軽
減
税
率
対
応
レ
ジ
補
助
と
キ
ャッ

シュレ
ス
・
ポ
イ
ン
ト
還
元
支
援

「
平
成
」
表
記
で
も

文
書
の
効
果
は
変
わ
り
ま
せ
ん

お知
せら

お知
せら

お知
せら

お知
せら

修
正
や
訂
正
を
す
る
こ
と
な
く
有
効
な
文
書

と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
ご

不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
「
平
成
」
と
表
記

さ
れ
た
文
書
に
つ
い
て
は
「
令
和
」
の
応
当

す
る
日
な
ど
に
読
み
替
え
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
読
み
替
え
の
例

　
平
成
31
年
７
月
１
日

↓

令
和
元
年
７
月
１
日

　
平
成
31
年
度

↓

令
和
元
年
度

問
総
務
課　
　
　
　
　
　

☎（
43
）１
１
１
７

を
扱
う
店
舗
な
ど
は
複
数
税
率
に
対
応
し
た

レ
ジ
や
シ
ス
テ
ム
改
修
が
必
要
で
す
。
今
、
国

が
レ
ジ
・
シ
ス
テ
ム
導
入
・
改
修
費
用
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

問
軽
減
税
率
対
策
補
助
金
事
務
局

☎
０
１
２
０（
３
９
８
）１
１
１

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
ポ
イ
ン
ト
還
元
支
援

　
キ
ャッシュレ
ス
で
買
い
物
し
た
場
合
の
ポ
イ
ン

ト
還
元
を
支
援
し
ま
す
。
10
月
か
ら
の
消
費
税

率
引
き
上
げ
に
伴
う
需
要
平
準
化
対
策
と
し

て
、
キ
ャッシュレ
ス
を
使
っ
た
場
合
、
来
年
の
６

月
ま
で
ポ
イ
ン
ト
還
元
を
国
が
支
援
し
ま
す
。

支
援
対
象
は
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
が
営

む
店
舗
な
ど
で
原
則
全
産
業
が
対
象
で
す
。

問
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
消
費
者
還
元
事
務
局

☎
０
５
７
０（
０
０
０
）６
５
５

開催日 テーマ 講師
�７/19㈮ 性同一性障がい・性的指向をめぐる人権 今坂�洋志さん

�８/16㈮ インターネットによる人権侵害 戸田�俊文さん

�９/20㈮ ホームレスの人権 吉松�裕藏さん

10/18㈮ 外国人の人権 八木�浩光さん

11/15㈮ 子どもの人権 砂川�真澄さん

12/20㈮ 同和問題（部落差別） 福島�三德さん

�１/17㈮ インターネットによる人権侵害 松川�由美さん

�２/21㈮ 障がい者の人権 萩嶺�淨円さん
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将
来
、
医
師
と
し
て
山
鹿
市
民
医
療
セ
ン

タ
ー
に
勤
務
し
、
地
域
医
療
に
貢
献
す
る
意

思
の
あ
る
医
学
生
に
、
修
学
資
金
を
貸
与
す

る
こ
と
で
、
医
師
の
確
保
と
地
域
住
民
の
健

康
保
持
・
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
募
集

し
ま
す
。

◦�

募
集
人
員
　
１
人

　
（
国
公
立
・
私
立
大
学
生
）

◦�

募
集
期
限　
７
月
12
日
㈮
ま
で

※�

詳
し
く
は
、
山
鹿
市
お
よ
び
山
鹿
市
民
医

療
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問 

健
康
増
進
課　
　
　

��

☎（
43
）０
０
５
０

　

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
経
営
管
理
課

☎（
44
）２
１
８
５

令
和
元
年
度
山
鹿
市
医
師
修
学

資
金
貸
与
者
二
次
募
集

募 集

　

将
来
が
不
安
、人
間
関
係
で
悩
ん
で
い
る
、

熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
出
張
相
談
会
i 山
鹿

相 談

　

国
道
３
号
植
木
バ
イ
パ
ス
の
橋
梁
架
設
工

事
に
伴
い
、
国
道
３
号
四
方
寄
南
交
差
点
に

て
通
行
止
め
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

通
行
止
め
内
容

◦�

実
施
場
所　
国
道
３
号　

四
方
寄
南
交
差

点
（
熊
本
市
北
区
四
方
寄
町
）

◦�

実
施
日
時　
７
月
23
日
㈫
〜
26
日
㈮

　

午
前
０
時
半
〜
午
前
６
時

　

予
備
日
（
７
月
27
日
㈯
〜
８
月
３
日
㈯
）

◦�

規
制
内
容

　

�

①
国
道
３
号
（
植
木
方
面
）
か
ら
交
差
点

内
（
熊
本
市
内
方
面
）
直
進
不
可
。

　

�

②
国
道
３
号
熊
本
北
バ
イ
パ
ス
か
ら
交
差

点
内
（
熊
本
市
内
方
面
）
左
折
不
可
。

　

�

③
国
道
３
号
（
熊
本
市
内
方
面
）
か
ら
交

差
点
内
（
植
木
方
面
）
直
進
不
可
・（
熊

本
北
バ
イ
パ
ス
方
面
）
右
折
不
可

国
道
３
号
（
四よ

も

ぎ
方
寄
南
交
差
点
）

通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

お知
せら

　

道
に
迷
っ
た
犬
や
猫
は
自
力
で
は
家
に
帰

れ
ま
せ
ん
。
特
に
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
雷

や
花
火
の
音
に
驚
い
て
逃
げ
出
し
て
し
ま
う

恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
大
事
な
ペ
ッ
ト
を
迷
子

に
さ
せ
な
い
よ
う
、犬
は
リ
ー
ド
で
つ
な
ぎ
、

猫
は
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
鑑
札

や
迷
子
札
を
付
け
た
り
、
首
輪
の
裏
に
飼
い

主
の
名
前
や
連
絡
先
を
記
入
し
た
り
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
も
し
ペ
ッ
ト
が
迷
子
に
な
っ

た
場
合
は
、
保
健
所
や
市
町
村
、
警
察
署
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
山
鹿
保
健
所　
　
　
　

☎（
44
）４
１
２
１

大
事
な
ペ
ッ
ト
を
迷
子
に
さ
せ

な
い
た
め
に

お知
せら

①

②

③

熊本北バイパス

至 植木

●熊本北消防署

四方寄南交差点詳細図

至 宇土

至 熊本市内

片
側
交
互
通
行
規
制

◦�

実
施
日
時　
７
月
26
日
㈮
〜
28
日
㈰

　

午
後
10
時
〜
午
前
６
時

　

予
備
日
（
７
月
29
日
㈪
〜
８
月
８
日
㈭
）

※�

荒
天
時
の
順
延
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
（
小
雨
決
行
）。htp://

w
w
w
.qsr.m

lit.go.jp/kum
am
oto/

index.htm
l)

問 

九
州
地
方
整
備
局
熊
本
河
川
国
道
事
務
所

☎
０
９
６（
３
８
２
）１
１
１
１

◦��

職
種
・
採
用
予
定
人
数

　

�

①
理
学
療
法
士　

２
人
程
度

　

②
作
業
療
法
士　

１
人
程
度

　

③
看
護
師　

10
人
程
度

　

④
助
産
師　

３
人
程
度

　
⑤
事
務
職
Ａ（
新
規
学
卒
者
な
ど
）１
人
程
度

　

⑥�

事
務
職
Ｂ（
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
管
理
業
務

経
験
者
）１
人
程
度

◦�
勤
務
地　
山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

◦�

採
用
日　

　

①
②
③
④
⑤
令
和
２
年
４
月
１
日
㈬

　

⑥
令
和
元
年
10
月
１
日
㈫

◦�

申
し
込
み
方
法　
応
募
書
類
を
市
民
医
療

セ
ン
タ
ー
経
営
管
理
課
で
配
布
、
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
必

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

職
員
募
集

要
事
項
を
記
入
し
、
持
参
ま
た
は
郵
送
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�

申
し
込
み
締
め
切
り　

　
①
②
③
④
７
月
26
日
㈮

　

⑤
⑥
７
月
16
日
㈫

◦
試
験
日

　

①
②
③
④
８
月
３
日
㈯

　

�

⑤
⑥
一
次
：
７
月
21
日
㈰

　
　
　

二
次
：�

８
月
３
日
㈯
（
一
次
試
験
合

格
者
の
み
）

◦
試
験
会
場　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー
ほ
か

※�

受
験
資
格
や
職
種
内
容
の
詳
細
は
市
民
医

療
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
経
営
管
理
課

☎（
44
）２
１
８
５

学
校
に
行
け
な
い
・
行
き
た
く
な
い
、学
校

を
辞
め
て
し
ま
っ
た
、働
く
気
が
起
き
な
い

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や
心
配
し
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。本
人
、家

族
、関
係
者
で
も
大
丈
夫
。一
人
で
抱
え
込
ま

ず
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時　
７
月
11
日
㈭

　

�

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
受
け
付
け
：
午

後
３
時
半
ま
で
）

◦�

場
所　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー

◦�

相
談
料　
無
料

◦�

対
象　
主
に
15
歳
〜
39
歳
ま
で
の
人
と
そ

の
家
族
、
友
人
、
知
人
、
支
援
者
な
ど

�

問�

熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　

〜
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ�

こ
こ
ん
〜

☎
０
９
６（
３
８
７
）７
０
０
０

募 集
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◦��

職
種

　

�

訪
問
調
査
員
（
看
護
師
・
准
看
護
師
・
介

護
支
援
専
門
員
・
社
会
福
祉
士
・
介
護
福

祉
士
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
）

　

若
干
名
募
集

◦��

業
務
内
容　
要
介
護
認
定
調
査

◦�

任
用
期
間

　

８
月
上
旬
〜
令
和
２
年
３
月
31
日
㈫

※�

認
定
調
査
員
研
修
を
受
講
済
み
の
人
は
、

よ
り
早
い
時
期
の
任
用
が
可
能
で
す
（
応

募
日
に
よ
り
任
用
期
間
が
変
わ
り
ま
す
）。

◦�

勤
務
時
間　
週
29
時
間
以
内

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
45
分（
平
日
の
み
）

◦�

賃
金　
７
１
０
０
円
（
日
額
）

◦�

保
険　
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇
用
保

険
、
災
害
補
償
制
度

◦�

申
し
込
み
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
資
格
免
許
証
の
写
し
を

添
え
て
長
寿
支
援
課
に
持
参
か
郵
送

◦�

申
込
期
限　
随
時
受
け
付
け
中
、
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り

◦�

面
接
試
験　
申
込
者
へ
通
知
し
ま
す
。

問
長
寿
支
援
課　
　
　
　

☎（
43
）１
１
８
０

山
鹿
市
非
常
勤
職
員

要
介
護
認
定
訪
問
調
査
員
募
集

募集

◦��

職
種

　

①
保
健
師
②
管
理
栄
養
士
③
情
報
処
理
員

　

若
干
名
募
集

◦��

業
務
内
容　

　

�

①
家
庭
訪
問
に
よ
る
保
健
指
導
、
各
種
健

康
診
査
業
務
②
家
庭
訪
問
に
よ
る
栄
養
指

導
、
各
種
健
康
診
査
業
務
③
各
種
保
健
事

業
に
関
す
る
情
報
処
理
、
事
務
業
務
な
ど

◦�

任
用
期
間

　

８
月
１
日
㈭
〜
令
和
２
年
３
月
31
日
㈫

◦�
勤
務
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
45
分

（
平
日
の
み
）

◦�
賃
金
（
日
額
）
①
７
３
０
０
円

　

②
７
１
０
０
円
③
６
５
０
０
円

◦�

保
険　
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇
用
保

険
、
災
害
補
償
制
度

◦�

申
し
込
み
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
（
①
②
の
人
は
資
格
免
許

証
の
写
し
を
添
え
て
）
健
康
増
進
課
へ
持

参
か
郵
送

◦�

申
込
期
限　
７
月
12
日
㈮

問
健
康
増
進
課　
　
　
　

☎（
43
）０
０
５
０

山
鹿
市
非
常
勤
職
員
・
保
健
師
・

管
理
栄
養
士
・
情
報
処
理
員
募
集

募集

�　

山
鹿
市
に
住
所
が
あ
り
、
社
会
貢
献
へ
の

意
欲
と
熱
意
の
あ
る
人
で
成
年
後
見
制
度
に

つ
い
て
関
心
の
あ
る
人
、
お
よ
び
将
来
市
民

後
見
人
と
し
て
活
動
で
き
る
人
を
募
集
し
ま

す
（
基
礎
編
の
参
加
も
で
き
ま
す
）。

◦��

日
時　
７
月
20
日
㈯　
〈
基
礎
編
〉

市
民
後
見
人
養
成
講
座
基
礎
編

の
受
講
生
募
集

募集

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

◦��

場
所　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー

※�

基
礎
編
を
受
講
し
、
関
心
を
持
っ
た
人
は

引
き
続
き
「
実
践
編
」
を
受
講
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
（
受
講
料
は
無
料
）。

�

実
践
編

◦��

日
程　
（
第
１
回
）
７
月
27
日
㈯
：
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
10
分
（
第
２
回
）
８
月

３
日
㈯
：
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
（
第
３

回
）
８
月
10
日
㈯
：
午
前
10
時
〜
午
後
３

時
10
分

◦��

場
所　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
山
鹿

市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

◦�

申
込
期
限　
７
月
18
日
㈭

※�

申
込
先
・
内
容
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問�

山
鹿
市
社
会
福
祉
協
議
会�

や
ま
が
成
年

後
見
セ
ン
タ
ー　
　
　

☎（
36
）９
２
１
１

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

新
入
会
員
募
集

　
市
内
に
お
住
ま
い
の
原
則
60
歳
以
上
で
、

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
は
、
ど
な
た
で

も
入
会
で
き
ま
す
。
新
入
会
員
説
明
会
を

毎
月
２
回
開
催
し
ま
す
の
で
、
入
会
を
希

望
す
る
人
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

特
に
剪
定
、
草
刈
り
、
清
掃
、
農
作
業

の
会
員
さ
ん
を
募
集
し
てい
ま
す
。

◦  

説
明
会
期
日  

７
月
10
日
㈬
・
24
日
㈬

◦  

会
場　
山
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

◦ 

時
間　
午
前
10
時
〜

問（
公
社
）山
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎（
44
）１
８
５
０
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市
営
墓
地
の
利
用
者
を
公
募
し
ま
す
。

Ｂ
区
画
（
６
㎡
）

　

・
公
募
区
画　

３
区
画
程
度

　

・
使
用
料　

15
万
円

市
営
墓
地
の
利
用
者
を

公
募
し
ま
す

募集

�　

山
鹿
市
立
博
物
館
で
は
、
館
内
お
よ
び
周

辺
の
文
化
財
（
チ
ブ
サ
ン
・
オ
ブ
サ
ン
古
墳

な
ど
）
を
案
内
す
る
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
を
目
的
に
し
た
山
鹿
歴
史
講
座
を
開
講

し
ま
す
。
博
物
館
や
山
鹿
の
歴
史
に
興
味
が

あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦��

内
容

　

７
月
：�

山
鹿
市
立
博
物
館
（
展
示
・
収
蔵

品
、
博
物
館
周
辺
）

　

８
月
：
方か

と
う
だ

保
田
東ひ

が
し

原ば
る

遺
跡

　

９
月
：
西
南
の
役
山
鹿
口
の
戦
い

　

10
月
：
装
飾
古
墳

　

11
月
：
肥
後
国
衆
一
揆
と
中
世
城

　

12
月
：�

近
代
の
山
鹿
（
八
千
代
座
、桜
湯
、

山
鹿
灯
籠
）

◦��

期
間　
７
月
〜
12
月
（
毎
月
１
回
、
第
３

日
曜
日
に
開
催
）

◦��

時
間　
午
後
１
時
半
〜
３
時

◦��

場
所　
山
鹿
市
立
博
物
館

◦��

受
講
料　
千
円

◦��

定
員　
20
人

◦�

申
し
込
み
締
め
切
り　
７
月
12
日
㈮
ま
で

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

�

問�

山
鹿
市
立
博
物
館　
　

☎（
43
）１
１
４
５

山
鹿
歴
史
講
座
（
博
物
館
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
）
参
加
者
募
集

募集

　

・
年
間
管
理
料　

２
５
２
０
円

Ｃ
区
画
（
４
㎡
）

　

・
公
募
区
画　

１
区
画
程
度

　

・
使
用
料　

10
万
円

　

・
年
間
管
理
料　

１
６
８
０
円

◦�

所
在
地　
鹿
校
通
２
丁
目

◦�

対
象
者　
山
鹿
市
に
「
住
民
票
」
ま
た
は

「
本
籍
」
が
あ
る
人

※�

山
鹿
市
に
住
民
票
が
な
い
人
は
使
用
料
が

増
額
と
な
り
ま
す
。

◦�

申
請
方
法　
環
境
課
（
本
庁
舎
１
階
）
お

よ
び
各
市
民
セ
ン
タ
ー
に
申
請
書
を
用
意

し
て
い
ま
す
。「
世
帯
全
員
の
住
民
票（
謄

本
）」
か
「
戸
籍
謄
（
抄
）
本
」
を
付
け

て
、
窓
口
に
提
出
す
る
か
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
（
平
日
の
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時

15
分
ま
で
）。

◦�

申
請
期
限　
７
月
１
日
㈪
〜
８
月
16
日
㈮

（
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
）

※�

区
画
の
決
定
な
ど
は
９
月
14
日
㈯
に
抽
選

会
を
行
う
予
定
で
す
。

問
環
境
課　
　
　
　
　
　

☎（
43
）７
２
１
１

�　

熊
本
県
ス
ト
ッ
プ
温
暖
化
県
民
総
ぐ
る
み

運
動
推
進
会
議
で
は
、
省
エ
ネ
・
地
球
温
暖

化
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
コ
ン
テ
ス
ト
を
実

施
し
ま
す
。
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を
設
置
し

て
い
る
家
庭
、
事
業
所
や
学
校
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
最
優

秀
賞
に
は
ク
オ
カ
ー
ド
５
千
円
分
を
贈
呈
。

◦��
応
募
部
門

　

①
家
庭
部
門
（
個
人
住
宅
）

　

②�
企
業
・
団
体
部
門
（
事
業
所
、
店
舗
、

学
校
や
保
育
園
・
幼
稚
園
な
ど
）

◦��

応
募
期
限　
９
月
13
日
㈮
ま
で

※�

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
（「
く
ま
エ
コ
」
で
検
索
）。

�

問�

熊
本
県
環
境
立
県
推
進
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
６
４

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
の
実
施

募集

　

県
民
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る
「
く
ま

も
と
健
康
づ
く
り
応
援
店
」
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
山
鹿
市
内
に
は
43
店
舗
登
録
店
が
あ

り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
考
え
て
み
た
い
と
思
わ
れ

る
人
、
ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。
そ
れ
ぞ

れ
の
お
店
に
合
っ
た
ご
提
案
を
い
た
し
ま
す
。

◦�

募
集
対
象

　

�

飲
食
店
、弁
当
・
惣
菜
店
、企
業
食
堂
、ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
小
売
店
な
ど

「
く
ま
も
と
健
康
づ
く
り
応
援
店
」

募
集
中

募集

◦�

募
集
要
件　
①
〜
⑤
中
か
ら
１
つ
以
上
を

選
ん
で
実
施
す
る
。

　

�

①
栄
養
成
分
表
示
②
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ

ド
表
示
③
野
菜
も
り
も
り
メ
ニ
ュ
ー
の
提

供
④
ヘ
ル
シ
ー
オ
ー
ダ
ー
へ
の
対
応
⑤
地

産
地
消

◦�

募
集
期
限　
10
月
31
日
㈭

※�

実
施
希
望
店
舗
に
は
、
栄

養
士
が
無
料
で
表
示
内
容

な
ど
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
ま
す
。
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
店
舗
の
Ｐ

Ｒ
を
行
い
ま
す
。

問
山
鹿
保
健
所
保
健
予
防
課☎（

44
）４
１
２
１
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◦�

募
集
種
目　
一
般
曹
候
補
生
、
自
衛
官
候

補
生

◦�

応
募
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男
女

（
令
和
２
年
４
月
１
日
㈬
時
点
）

◦�

募
集
受
け
付
け

　
７
月
１
日
㈪
〜
９
月
６
日
㈮

◦�

試
験
日　
９
月
21
日
㈯

◦�

試
験
会
場　
玉
名
地
域
振
興
局
ほ
か

問 

自
衛
隊
山
鹿
地
域
事
務
所☎（

43
）７
４
５
７

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

募集

パ
ソ
コ
ン
基
礎
科

　

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
操
作
か
ら
ワ
ー
ド
、
エ

ク
セ
ル
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
基
礎
技
術
を

身
に
付
け
、
資
格
取
得
を
目
指
し
ま
す
。

◦�

受
講
対
象　
身
体
（
上
肢
・
内
部
）、精
神
、

発
達
、
難
病
、
高
次
脳
機
能

◦�

募
集
人
員　
10
人

◦�

募
集
期
限　
７
月
31
日
㈬
ま
で

◦��

訓
練
期
間　
９
月
３
日
㈫
〜
11
月
29
日
㈮

（
３
ヵ
月
間
）

◦�

訓
練
場
所　
㈱
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ツ

　
（
熊
本
市
中
央
区
）

障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
と
し

た
職
業
訓
練
生
の
募
集

募集

介
護
職
員
初
任
者
研
修
課
程
養
成
科

　

高
齢
者
・
障
が
い
者
に
対
す
る
知
識
理
解
・

生
活
援
助
（
介
護
技
術
）
を
習
得
し
、
介
護

職
員
初
任
者
研
修
課
程
修
了
者
と
し
て
就
職

支
援
を
行
い
ま
す
。

◦�

受
講
対
象　
身
体
（
視
覚
・
聴
覚
・
上
肢
・

下
肢
・
内
部
）、
知
的
、
精
神
、
発
達
、

難
病
、
高
次
脳
機
能

◦�

募
集
人
員　
８
人

◦�

募
集
期
限　
７
月
31
日
㈬
ま
で

◦��

訓
練
期
間　
９
月
３
日
㈫
〜
11
月
29
日
㈮

（
３
ヵ
月
間
）

◦�

訓
練
場
所　
合
同
会
社
オ
ル
ケ
ス
タ

　
（
熊
本
市
東
区
）

ビ
ジ
ネ
ス
技
能
資
格
取
得
科（
在
職
者
訓
練
）

　

企
業
で
求
め
ら
れ
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
技
能

（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
）
を
習
得
し
、
そ
の
証
し

で
あ
る
資
格
取
得
ま
で
を
目
指
す
訓
練
で
す
。

◦�

受
講
対
象　
身
体
（
上
肢
・
下
肢
・
内
部
）、

精
神
、
発
達
、
難
病

◦�

募
集
人
員　
５
人

◦�

募
集
期
限　
７
月
31
日
㈬
ま
で

◦��

訓
練
期
間　
９
月
３
日
㈫
〜
11
月
28
日
㈭

訓
練
は
火
曜
・
木
曜
日
、
午
後
６
時
か
ら

２
〜
３
時
間

◦�

訓
練
場
所　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ア

イ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
く
ま
も
と

　
（
熊
本
市
中
央
区
）

※�
各
コ
ー
ス
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
テ
キ

ス
ト
代
が
必
要
で
す
。

※�

受
講
生
募
集
案
内
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
熊

本
県
立
高
等
技
術
専
門
校
）
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

問
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
６（
２
９
７
）９
９
１
５

�　

環
境
省
が
定
め
る
「
か
お
り
の
樹
木
・
草

花
」
を
用
い
た
公
園
緑
地
の
整
備
な
ど
「
み

ど
り
香
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
演
出
す
る
企
画

を
募
集
し
ま
す
。
環
境
大
臣
賞
に
は
50
万
円

相
当
の
苗
木
な
ど
を
副
賞
と
し
て
提
供
。

本
年
度
は
「
特
別
賞
」
を
創
設
し
、
東
京

２
０
２
０
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち
づ
く

り
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
含
め
た
企
画
を
選
定
し

ま
す
。

◦��

応
募
要
件

　

�

①
か
お
り
の
樹
木
・
草
花
な
ど
（
原
則
と

し
て
総
計
30
本
以
上
）
を
使
用
す
る
企
画

で
あ
る
こ
と
。

　

�

②
今
後
実
施
を
想
定
し
て
い
て
、
植
栽
場

所
を
確
保
し
て
い
る
企
画
で
あ
る
こ
と

（
既
に
実
施
し
て
い
る
事
業
に
つ
い
て
は
、

植
え
替
え
や
拡
大
な
ど
を
想
定
し
て
い
る

事
業
で
あ
る
こ
と
）。

第
14
回
「
み
ど
り
香
る
ま
ち
づ

く
り
」
企
画
コ
ン
テ
ス
ト

募集

※
特
別
賞
に
つ
い
て
は
①
の
み
で
可
。

◦��

応
募
期
限　
９
月
13
日
㈮
ま
で

※�

詳
し
く
は
環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
（http://w

w
w.env.go.jp/

press/106789.htm
l

）。

�

問�

環
境
省
大
気
生
活
環
境
室

☎
０
３（
５
５
２
１
）８
２
９
９
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�「
ま
る
・
さ
ん
か
く
・
し
か
く
で
描
こ
う

〜
古
代
絵
画
教
室
〜
」

　

土
か
ら
絵
の
具
を
作
り
、
装
飾
古
墳
に
描

か
れ
た
文
様
を
石
版
に
描
い
て
み
よ
う
！

◦�

日
時　
８
月
３
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◦��

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

◦��

参
加
費　
５
０
０
円

「
琥こ

珀は
く

勾ま
が
た
ま玉
づ
く
り
〜
東
日
本
大
震
災
復
興

支
援
企
画
〜
」

　

岩
手
県
の
久く

じ慈
琥
珀
博
物
館
の
協
力
を
得

て
開
催
。
古
来
よ
り
珍
重
さ
れ
、
現
在
で
も

県
立
装
飾
古
墳
館

定
期
体
験
教
室
７
月
受
け
付
け

募集

　

成
人
式
の
企
画
や
当
日
の
運
営
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

◦�

募
集
対
象

　

�

平
成
11
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
12
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

◦�

募
集
人
員　
10
人
程
度

◦
応
募
期
限　
７
月
31
日
㈬
ま
で

※�

成
人
式
は
令
和
２
年
１
月
13
日
㈷
、
山
鹿

市
総
合
体
育
館
で
開
催
予
定

問
社
会
教
育
課　
　
　
　

☎（
43
）１
６
５
１

令
和
２
年
山
鹿
市
成
人
式

実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す

募集

�　

保
育
園
や
小
中
学
校
、
訪
問
看
護
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
医
療
ケ
ア
を
必
要
と
す
る

子
ど
も
さ
ん
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
医
療

的
ケ
ア
の
子
ど
も
さ
ん
た
ち
の
対
応
に
つ
い

て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦��

日
時　
９
月
６
日
㈮

看
護
師
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

小
児
の
医
療
的
ケ
ア 

初
中
級
編

募集

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
半

◦��

場
所　
山
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

◦��

対
象　
子
育
て
な
ど
で
休
職
中
の
看
護
師

や
小
児
の
医
療
的
ケ
ア
に
自
信
を
つ
け
た

い
看
護
師

◦��

内
容　
講
演
お
よ
び
実
技
（
小
児
の
胃
ろ

う
チ
ュ
ー
ブ
、
気
管
支
カ
ニ
ュ
ー
レ
取
り

扱
い
方
法
や
ト
ラ
ブ
ル
対
応
な
ど
）

◦��

受
講
料　
無
料

◦��

定
員　
10
人

◦�

申
し
込
み
方
法

　

�

８
月
28
日
㈬
ま
で
に

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
ま
た
は

問
い
合
わ
せ
先
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

�

問�

熊
本
大
学
病
院
小
児
在
宅
医
療
支
援
セ
ン

タ
ー　
　

☎
０
９
６（
３
７
３
）５
６
５
３

　

こ
の
名
刺
録
は
広
く
活
用
さ
れ
、
多
方
面

に
紹
介
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
申
し
込
み

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦�

申
込
金　
１
人
掲
載
に
つ
き
６
０
０
円

◦�

申
し
込
み
方
法

　

�

地
域
振
興
公
社
に
備
え
付
け
の
用
紙
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦�

申
込
期
限　
７
月
18
日
㈭

◦�

発
行
予
定
日　
９
月
下
旬

問 

山
鹿
市
地
域
振
興
公
社

☎（
43
）０
１
１
１

「
２
０
１
９
山
鹿
市
名
刺
録
」
の

掲
載
募
集

募集
装
飾
品
と
し
て
広
く
使
わ
れ
て
い
る
琥
珀
を

使
っ
て
、
美
し
い
勾
玉
を
作
ろ
う
！

◦�

日
時　
８
月
31
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

◦��

定
員　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

◦��

参
加
費　
千
円

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◦��

申
込
受
付
開
始
日　
７
月
２
日
㈫
〜

　
（
月
曜
日
は
休
館
日
）

問 

県
立
装
飾
古
墳
館　
　

☎（
36
）２
１
５
１

QRコード
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職
業
訓
練
は
、
求
職
者
が
職
業
訓
練
に
よ

る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
通
じ
て
、
早
期
就
職
を

実
現
す
る
た
め
に
、
国
が
支
援
す
る
制
度
で

す
。
原
則
無
料
で
受
講
で
き
ま
す
。
さ
ら
に

一
定
の
条
件
を
満
た
す
と
、
雇
用
保
険
な
ど

を
受
給
し
な
が
ら
職
業
訓
練
を
受
け
る
こ

と
も
可
能
で
す
。

※�

近
日
中
に
実
施
予
定
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊

池
管
内
の
職
業
訓
練

◦�

訓
練
場
所　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
熊
本

（
合
志
市
須
屋
）

◦�

募
集
期
間　
７
月
１
日
㈪
〜
25
日
㈭

◦�

訓
練
科
目　
機
械
加
工
技
術
科
、
電
気
設

備
施
工
科
、
組
込
み
マ
イ
コ
ン
技
術
科
、

溶
接
加
工
科
、
電
気
設
備
サ
ー
ビ
ス
科
、

生
産
設
備
保
全
技
術
科
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
科
、
ビ
ル
設
備
サ
ー
ビ
ス
科

◦�

訓
練
実
施
期
間

　

�

９
月
３
日
㈫
〜
令
和
２
年
３
月
19
日
㈭

（
機
械
加
工
技
術
科
、
電
気
設
備
施
工
科
）

　

�

９
月
３
日
㈫
〜
令
和
２
年
２
月
27
日
㈭

（
組
込
マ
イ
コ
ン
技
術
科
）

　

�

９
月
３
日
㈫
〜
令
和
２
年
３
月
28
日
㈯

（
溶
接
加
工
科
、
電
気
設
備
サ
ー
ビ
ス
科
、

生
産
設
備
保
全
技
術
科
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
科
、
ビ
ル
設
備
サ
ー
ビ
ス
科
）

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池
訓
練
担
当

☎
０
９
６
８（
24
）８
６
２
５

職
業
訓
練
コ
ー
ス

募集

「
化
石
が
語
る
生
物
の
進
化
展
」

　

県
内
か
ら
発
見
さ
れ
た
化
石
を
中
心
に
化

石
に
残
さ
れ
た
古
代
の
生
物
の
姿
や
生
活
に

欠
か
せ
な
い
化
石
燃
料
な
ど
、
現
代
社
会
と

化
石
の
結
び
付
き
を
紹
介
し
ま
す
。

◦�

期
間
　
７
月
20
日
㈯
〜
11
月
４
日
㈷

◦�

場
所
　
山
鹿
市
立
博
物
館

◦�

見
学
料　
大
人
２
１
０
円
、
高
校
生
以
下

50
円
（
山
鹿
市
内
の
小
中
学
生
は
無
料
）

◦�

休
館
日
　
月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場

合
は
開
館
し
、
翌
日
を
休
館
）

「
夏
休
み
子
ど
も
体
験
」

　
星
空
観
察
会

◦�

日
時
　
７
月
27
日
㈯

　

�

午
後
７
時
（
２
時
間
程
度
）

◦�

場
所
　
山
鹿
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

◦�

講
師
　
吉
永
公こ

う
め
い明
氏
（
玉
名
女
子
高
校
非

常
勤
講
師
）

◦�

内
容
　
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
た
説
明
の
後
、

夏
の
星
座
や
惑
星
を
観
察
（
雨
天
の
場
合

は
ス
ラ
イ
ド
上
映
の
み
）。

※
事
前
の
申
し
込
み
必
要

◦�

参
加
費
　
無
料

博
物
館
夏
季
企
画

催し

　
化
石
教
室

◦�

日
時
　
８
月
４
日
㈰

　

�

午
後
２
時
（
２
時
間
程
度
）

◦�

場
所
　
山
鹿
市
立
博
物
館　

研
修
室

◦�

内
容
　
化
石
の
説
明
の
後
、
粘
土
で
ア
ン

モ
ナ
イ
ト
を
製
作
し
ま
す
。

※
先
着
20
人
、
事
前
の
申
し
込
み
必
要

◦�

参
加
費
　
１
０
０
円

　
古
代
鏡
づ
く
り
体
験

◦�

日
時
　
８
月
11
日
㈰　

　

�

午
後
２
時
（
２
時
間
程
度
）

◦�

場
所
　
山
鹿
市
立
博
物
館　

研
修
室

◦�

内
容
　
特
殊
な
金
属
を
使
っ
て
、
古
代
の

鏡
、
巴と

も
え
が
た形
銅
器
を
製
作
し
ま
す
。

※
先
着
20
人
、
事
前
の
申
し
込
み
必
要

◦�

参
加
費
　
鏡
：
千
円

　
　
　
　
　

巴
形
銅
器
：
８
０
０
円

問
山
鹿
市
立
博
物
館　
　

☎（
43
）１
１
４
５
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〈 

有
料
広
告 

〉

開催日 行　事　名 時間 料金

10 日㈬ 休　館　日

28日㈰ 昴月流「夏おどり」 日中 無料

※�主催者の都合で時間や内容など変更になる場合があり
ます。なお、各催しのチケット・主催者などのお問い
合わせは、八千代座までどうぞ　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問☎ (44)4004

７月

　八千代座見学＆山鹿灯籠踊り定期公演
期日　�７月１日㈪・２日㈫・４日㈭・８日㈪・９日㈫・

11 日㈭・14 日㈰・15 日㈷・16 日㈫・18 日㈭・
21 日㈰・25 日㈭・29 日㈪・30 日㈫

時間　１日２回（午前 11時・午後２時）
　　　※ 14日㈰、21 日㈰は午前 11 時からの１回のみ
料金　大人 520 円、小中学生 260 円（団体割引あり）

　

鹿
央
町
で
開
催
さ
れ
る
「
蓮
ま
つ
り
」
期

間
中
、
古
墳
館
で
も
「
蓮
」
に
ち
な
ん
だ
企

画
展
を
開
催
し
ま
す
。「
万
葉
集
」
に
も
登

場
す
る
ハ
ス
は
、
古
く
か
ら
ア
ジ
ア
の
人
々

に
親
し
ま
れ
て
き
た
植
物
。
ハ
ス
の
花
を
描

い
た
蓮
華
文
を
古
墳
の
装
飾
や
古
代
瓦
な
ど

で
た
ど
り
ま
す
。
い
に
し
え
人
の
ハ
ス
へ
の

思
い
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦�

日
時　
６
月
29
日
㈯
〜
８
月
４
日
㈰

　

午
前
９
時
半
〜
午
後
５
時
15
分

　
（
入
館
は
午
後
４
時
45
分
ま
で
）

◦�
場
所　
県
立
装
飾
古
墳
館

「
い
に
し
え
の
蓮は

す

の
装
飾

〜
蓮れ

ん

華げ

文も
ん

を
た
ど
る
〜
」
展

催し

　

心
身
障
が
い
児
・
者
の
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
で
す
。
皆
さ
ん
の
応
援
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦�

日
時　
７
月
６
日
㈯　

午
前
９
時

◦�

場
所　
山
鹿
市
総
合
体
育
館

問 

福
祉
援
護
課　
　
　
　

☎（
43
）０
０
５
２

山
鹿
市
ふ
れ
あ
い
ピ
ッ
ク

第
15
回
大
会

催し

◦�

入
館
料　

大
人
４
２
０
円
、
大
学
生

２
６
０
円
、
高
校
生
以
下
無
料

問
県
立
装
飾
古
墳
館　
　

☎（
36
）２
１
５
１

７
月
の
さ
く
ら
湯
休
館
日

７
月
17
日
㈬
（
第
３
水
曜
日
）

　

午
前
６
時
〜
９
時
ま
で
に
受
け
付
け
し
た

子
ど
も
は
入
浴
無
料
。
子
ど
も
た
ち
が
「
公

衆
浴
場
で
の
マ
ナ
ー
」
を
学
ぶ
機
会
と
な
る

よ
う
に
、
必
ず
保
護
者
が
一
緒
に
入
浴
し
て

く
だ
さ
い（
子
ど
も
の
み
の
入
浴
は
対
象
外
）。

※�

子
ど
も
は
３
歳
以
上
〜
中
学
生
が
対
象
。

２
歳
以
下
は
無
料
。

◦�

期
間

　
７
月
20
日
㈯
〜
８
月
27
日
㈫

　

午
前
６
時
〜
９
時

※
保
護
者
は
入
浴
料
３
０
０
円
が
必
要
で
す
。

問 

さ
く
ら
湯　
　
　
　
　

☎（
43
）３
３
２
６

夏
休
み
は
早
起
き
し
て
さ
く
ら

湯
に
行
こ
う
！

催し
　

19
ペ
ー
ジ
掲
載
の
今
月
の
街
角
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
「
三
岳
油
絵
作
品
展
」
の
講
師
、

有
働
友
明
さ
ん
（
熊
本
市
）
は
（
山
鹿
市
）

の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

問
情
報
シ
ス
テ
ム
広
報
課☎（

43
）１
１
１
８

６
月
号
の
訂
正
と
お
わ
び
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仕事の相談はお気軽に定例相談

◦日時　７月 11日㈭�
　　　　午後１時半〜４時半
◦場所　鹿北市民センター相談室
問鹿北市民センター　☎ (32)3111

税務相談

一人で悩まず、一度相談してみませ
んか。どの会場でも相談できます。
　相談の時間は、下記のとおりです。
◦一般相談　午前 9時〜正午
※�予約ではありませんので、お待ち
いただく場合があります。

◦司法書士相談　午前 10時〜正午
◦法律相談　午前 10時〜正午

【山鹿】

心配ごと相談

◦ 日時　 ７月３日㈬・10 日㈬・17
日㈬・24 日㈬　※要予約

　　　　午前 10時〜午後３時
◦場所　市役所会議室
◦ 持参品　本人確認書類（運転免許
証など）、代理の場合は委任状

問国保年金課　☎ (43)1576

年金出張相談

相談は無料で、秘密は固く守ります。
お気軽にご相談ください。

◦日時　 ７月２日㈫・９日㈫・16
日㈫・23 日㈫・30 日㈫

　　　　午後１時半〜４時
◦場所　市役所福祉援護課
　　　　障がい福祉係

◦日時　 ７月３日㈬・10 日㈬・17
日㈬・24日㈬・31日㈬

　　　　午前９時〜 11時
◦場所　山鹿健康福祉センター

◦日時　７月２日㈫
　　　　午後１時半〜３時半
◦場所　菊鹿市民センター

◦日時　７月９日㈫
　　　　午後１時半〜３時半
◦場所　鹿央市民センター

◦日時　７月 16日㈫
　　　　午後１時半〜３時半
◦場所　鹿北市民センター

◦日時　�７月 23 日㈫
　　　　午後１時半〜３時半
◦場所　鹿本市民センター
問福祉援護課　☎ (43)0052

障がい児・者相談
専門の相談員が支援します。

①一般相談　７月５日㈮
② 司法書士相談（成年後見・多重債

務・登記関係）
　７月 19日㈮�※要予約
③法律相談　７月26日㈮�※要予約
◦場所　山鹿健康福祉センター内
　　　　社協本所・山鹿支所
　　　　☎ (43)1134

【鹿北】
①一般相談　７月４日㈭
◦場所　鹿北老人福祉センター
　　　　☎ (32)2696
【菊鹿】
①一般相談　７月３日㈬
◦場所　菊鹿健康福祉センター
　　　　ひまわり館　☎ (48)5060
【鹿本】
①一般相談　７月２日㈫
② 司法書士相談（登記関係）
　７月 16日㈫�※要予約
◦場所　鹿本高齢者コミュニティ
　　　　センター「親和荘」
　　　　☎ (46)2206
【鹿央】
①一般相談　７月１日㈪
②法律相談　７月 22日㈪�※要予約
◦場所　鹿央地域福祉センター
　　　　☎ (36)3811
問社会福祉協議会本所��☎ (43)1134

◦日時　７月９日㈫�午後１時〜４時
◦場所　市役所商工観光課
問商工観光課　☎ (43)1579

社会保険労務士労働相談

◦日時　毎週月〜金曜日
　午前８時半〜午後５時 15分
◦場所　市役所２階消費生活相談室
問山鹿市消費生活センター
　☎(43)0188

消費生活相談認知症に関する相談
◦日時　７月 10日㈬・24 日㈬
　　　　午前 10時〜正午
◦場所　山鹿健康福祉センター
問長寿支援課地域包括支援係
　☎ (43)1077

※�年金事務所での相談を希望する場
合は予約専用ダイヤル（0570-05-
4890）をご利用ください。

【一般】
①正看護師（日勤のみ）　21 万円〜
②理学療法士　19 万円〜
③保育士　160,289 円〜
④経理事務　16 万円〜
⑤店内販売業務　165,000 円〜
⑥給油スタッフ　14 万円〜
⑦営業職　16 万円〜　
⑧厨房（調理人）　22 万円〜
⑨ホールスタッフ　23 万円〜
⑩加工作業員　18万円〜
⑪みそ・しょうゆの製造　16 万円〜
⑫サービススタッフ（整備士）
　189,300 円〜
⑬ 菓子の製造（選別作業）
　135,500 円〜

【パート】
①保育士（放課後等ディサービス）
　時給 1,000 円
②介護職　時給 1,000 円〜
③受け付け・一般事務
　時給 900 円〜
④農業作業員（ニラの収穫）
　時給 800 円
⑤送迎バス運転手　時給 1,166 円
⑥給食室係　時給 770 円
⑦ 電気製品組み立て作業
　時給 810 円
⑧プラスチック製品の検査・梱包　
　時給 800 円〜
※詳細はご来室・ご相談ください。
　すでに採用済みの場合もあります。
　午前９時半〜午後５時
問 山鹿市地域職業相談室
　☎(43)1724



オ ム ロ ン
ハンドボール部

　山鹿市杉にあるオムロンリレーアンドデバイスのオムロ
ンハンドボール部は、1974（昭和４９）年に立石電機ハン
ドボールチームとして発足以来、山鹿市を拠点に活動を
行う、国内でも指折りの女子実業団チームです。
　また、市内の小中学校をはじめとしたハンドボール教
室の開催など、地域貢献活動にも取り組んでいます。
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７
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

お
よ
び
当
番
薬
局

日(曜) 診療時間：午前９時～午後５時 営業時間：午前９時～午後５時

７日㈰ 山鹿中央病院 山鹿岩下薬局

14日㈰ 星田内科医院 /きくか松岡クリニック 山鹿岩下薬局

15日㈷ 中川医院 /まえはら泌尿器科クリニック 山鹿岩下薬局 /まつ薬局 /きらきら薬局

21日㈰ 桑木内科 /かもと整形外科医院 山鹿岩下薬局

28日㈰ 井上小児科医院 /小林医院 山鹿岩下薬局

＊都合で変更になる場合があります。（鹿本医師会） ＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。

試合結果

オムロン 24［　　 ］16 アランマーレ11-� 7
13-� 9

・１回戦

オムロン 23［　　 ］26 ソニーセミコンダクタ12-11
11-15

・決勝リーグ

オムロン 14［　　 ］32 北國銀行��7-19
��7-13

オムロン 21［　　 ］16 イズミメイプルレッズ��9-��7
12-� 9�

・決勝リーグ

・決勝リーグ

第９回全日本社会人選手権大会

吉 田　起 子 選手ベストセブン賞

　第９回全日本社会人ハンドボール選手権大会（５月８日～
12 日）が福井県で開催されました。オムロンは予選リーグを
勝利し、４チームが競う決勝リーグに進出。決勝リーグではイ
ズミメイプルレッズに勝利しましたが、ソニーセミコンダク
タと北國銀行に敗れてしまい、決勝リーグ１勝２敗の成績で 3
位でした。この大会の個人賞として、吉田起

ゆき

子
こ

選手がベストセ
ブンに選ばれました。

　オムロンの黄総監督が、昨シーズンで退任されました。
　黄監督は 2005 年からオムロンハンドボール部のコーチとして就任し、これまでチームにリーグ
優勝７回、日本ハンドボール選手権優勝 10 回、全日本社会人選手権優勝３回という輝かしい成績
をもたらし、ご本人も、最優秀監督賞を何度も受賞、日本代表女子の監督としても活躍してこられ
ました。今までありがとうございました。

　私は松橋出身で、地元に帰ってこれた
ことにとても感謝しています。高校は熊本
国府高校出身で、大学は茨城県の筑波大
学出身です。小さい頃から憧れていたオ
ムロンハンドボール部の一員になり、うれ
しい気持ちと、気が引き締まる思いです。

山鹿はとても過ごしやすく、おいしいご飯、温かい温泉など
毎日楽しく過ごしています。これから地域の皆さんと深い交
流ができることを楽しみにしています。地元選手として、熊
本の皆さんに元気や感動を与えられるような選手を目指し、
チームの目標達成のため精進します。よろしくお願いします。

　私は緑が豊かな山口県出身で、岩国商
業高校、環太平洋大学を卒業しています。
山鹿に来て思ったことは、ご飯がおいし
い、温泉がとってもいいお湯だということ
に感動しました。食べることもお風呂に入
ることも大好きな私なのでとてもうれしい

です。私の取りえは元気なところなので「山鹿全体に活気を
もたらすことができたならなぁ」と思います。これから何事
にも精一杯頑張っていきますので、ご指導ご声援のほど、よ
ろしくお願いします。

黄
ファン

  慶
キョン

泳
ヨ ン

 監督が退任！

みなさん、はじめまして！ 　 新戦力のご紹介
竹n原　千

ち

n賀
か

　選手 渡n辺　綾
あや

n菜
な

　選手15 16
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あ
と
が
き

♪
今
年
度
で
広
報
担
当
３
年
目
に
入

り
ま
し
た
が
、
異
動
で
相
方
が
変
わ

り
、
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
こ
と
が
…
。

こ
れ
ま
で
取
材
に
行
っ
て
も
順
調
に

撮
影
が
で
き
て
い
た
の
に
突
然
カ
メ

ラ
が
動
か
な
く
な
っ
た
り
、
記
事
を

パ
ソ
コ
ン
で
作
成
し
て
い
た
ら
フ
ァ

イ
ル
が
い
き
な
り
壊
れ
て
し
ま
っ
て
、

書
き
込
ん
だ
資
料
が
使
え
な
く
な
っ

た
り
。
こ
れ
は
単
な
る
偶
然
か
、
不

吉
な
こ
と
が
起
こ
る
前
触
れ
で
し
ょ

う
か
…
。
そ
れ
は
そ
う
と
、
自
分
が

担
当
し
て
い
る
こ
の
ペ
ー
ジ
「
す
く

す
く
倶
楽
部
」へ
の
投
稿
が
最
近
減
っ

て
い
ま
す
。
市
内
に
お
住
ま
い
で
３

歳
以
下
の
お
子
さ
ん
が
い
る
皆
さ
ん
、

写
真
を
広
報
や
ま
が
に
掲
載
し
て
み

ま
せ
ん
か（
一
人
に
つ
き
一
回
）。（
秋
）

応募時に３歳以下のお子さんを紹介するコーナーです。きょうだいなど複数人で写っている場合、３歳
以下のお子さんがいれば掲載できます（１人１回）。掲載を希望する人は、写真（データも可）とメッセー
ジ・住所・氏名・生年月日を書いて、山鹿市役所情報システム広報課へ郵送するか持参してください。

　メッセージ
　支援センターで出会ったお友達　これからもよろしくね！

（H29. ３.14 生まれ） （H29. ３. ４生まれ）
古閑 （山鹿） 杉 （山鹿）

　　　もり　　 ひなた

森　陽向ちゃん
　　かいもと　　 ちあき

皆本　千誠ちゃん
（H28.10.18 生まれ）

（H29. ２. ３生まれ）

高橋 （鹿本）

山鹿 （山鹿）
　　　おき　   そうすけ

沖　奏祐ちゃん

　　はやかわ　     み   お

早川　海桜ちゃん

（H30. ７. ９生まれ）
相良（菊鹿）

   　わたなべ　     ゆ  め 

   渡辺　結夢ちゃん

　メッセージ
お友達いっぱい作りたいな！

　みんな仲良くしてね。

東京2020オリンピック聖火リレー
熊本県内のルートに山鹿市が選定されました !!

　2020年は、いよいよオリンピックイヤー。日本中がオリンピック一色に染まる年です。
そしてオリンピックの象徴である聖火が、2020年３月 26日㈭に福島県をスタートした後、
121日間をかけて全国 47都道府県を巡ります。県内の聖火リレーは、５月６日㉁�・７日㈭
の２日間となっており、山鹿市では７日に聖火を掲げたランナーが通過します。ぜひ沿道から
ランナーを応援し、一緒にオリンピックを盛り上げましょう！！

●聖火ランナーの公募について
　聖火リレーのランナーは、応募により誰でもランナーになるチャンスが
あります。詳細については、熊本県ホームページをご確認ください。
※熊本県の公募受け付け：７月１日㈪～８月31日㈯

問秘書政策課　☎ (43)1110

＊ 掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取り決
めによる漢字を使用しています（情報システム広報課）

■人の動き
人口 78 人減りました 51,850 人
男性 26 人減りました 24,423 人
女性 52 人減りました 27,427 人
世帯数 15 世帯減りました 21,878 世帯
〜14歳 11.9 ％ 6,150 人
15歳〜64歳 51.7 ％ 26,784 人
65歳〜 36.5 ％ 18,916 人

５月末現在 ( 増減は前月末比 )


